
平成28年（2016年）

7月1日号
Vol.140みなみ魚沼

自然・人・産業の和で築く安心のまち

市
報

「第7回南魚沼グルメマラソン
　～南魚沼を走って・食べて
　　　　　　　　楽しむイベント～」

おもな内容
市長の一言日記������������������ 3
各課からのお知らせ������������� 4
まなびのひろば���������������� 13
けんこうひろば���������������� 20
掲示板���������������������������� 21
ニュースプラザ���������������� 26



　市では「選ばれる南魚沼市、住みたい、住み続けたい南魚沼市」をキーワードに、将来の人口減少を見
すえ、移住者受け入れ促進施策に力を入れています。これまでにも、この地の魅力にひかれて移住してき
た人が多くいます。「なぜ南魚沼市に住むことを決めたのか」実際に移り住まれた人の声を、シリーズの
中で紹介します。

シリーズ「南魚沼への移住と定住」

南魚沼市に暮らす しあわせ
2

移住・定住促進に関する情報や、実際の移住者の声をお届けします

� 【問合せ】　地方創生推進室　☎773－6659　

移住定住促進支援制度の紹介（住まい編）

U・Iターン促進住宅支援補助
　新潟県内にU・Iターンして就職した40歳未満
の人が、市内に賃貸住宅を契約し居住する場合の
家賃と初期費用の一部を補助
� ［地方創生推進室�☎773－6659］
ウッドタウン八色団地ふるさと区画購入費助成
　県外から転入した50歳以下の人が区画を購入
する場合に、購入面積1平方メートルあたり3,000
円を助成� ［財政課�用地管財班�☎773－6671］

南魚沼の木で家づくり事業補助
　市内産の木材を使用して住宅を建築する場合に、
その木材の購入額の一部を補助（10ページに詳
細を掲載）� ［農林課�農地林務係�☎773－6663］

首都圏で移住定住をPR

　6月15日㈬、東京都品川区の第一勧業信用組合
大森駅前支店で開催された魚沼地域の食の魅力を
伝える地方物産品販売
会に合わせ、南魚沼市
の移住定住促進などの
ＰＲ活動とアンケート
調査を行いました。

　市への移住者として最初に話を伺ったのは、美佐島の三輪ご夫妻。
「みわ農園」を営みながら、農家の弁当屋「まつえんどん」をお二
人で切り盛りする夫妻です。
Ｑ いつ南魚沼市へ移住しましたか？
A ３年前に金沢から移住しました。私（弘和さん）はＵターンで、
妻はＩターンです。
Ｑ 移住を決めたきっかけは？
A ２人とも料理人として仕事をしてきた中で、「食材の生産現場
を知りたい」「自分で作った食材で料理を提供したい」という思
いが強くなった時期と、実家の農業規模拡大の時期が重なったこ
とがきっかけです。
Ｑ この地に住んでみて感じた魅力、印象はいかがですか？
A 人と人の距離が近くに感じます。最初はよそ者という感じで少
し警戒されることもありますが、一度言葉を交わせば一気に仲よ
くなり、すごく親切にしてくれます。地域の人はみんな自分の子
どものように接してくれ、村ごと家族のようなところがあります。

Ｑ これからの夢ややりたいことはなんですか？
A 南魚沼産の食材を食べてもらうことで、郷土食やこの地のよいところを市内外に発信したり、南
魚沼産の米の価値を上げたいと思っています。現在、耕作放棄地だった場所への作付けを含め、畑
を0.4ヘクタール、田を20ヘクタール耕作しています。地味で重労働な面もある農作業に体験者を
受け入れて、農業の担い手になることを真剣に考える移住者が増えることにつなげたいですね。

  移住したみなさんの声（第1回） 　 三輪弘和さん・弥生さん〔美佐島〕
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国際大学留学生 お国自慢コーナー ~ boast of my country ~
シリーズ

第39回
アルジェリア民主人民共和国 　ムラド　ブレ さん

私の国はこんなところ
　アルジェリアは、アフリカ大陸で最大の面積を
もつ国で、大陸の北側に位置し７か国と隣接して
います。主要言語は、アラビア語とベルベル語で
す。7つの世界遺産があり、一番の観光地である
首都アルジェの旧市街カスバは、「白いアルジェ」

と称される城塞です。今も古い建物の修復が行われています。
　主食のクスクスは、よく穀物と間違われますがパスタの一種で、粗挽きの
セモリナ粉に水を混ぜて練ったものです。温めたクスクスの上にラム肉や鶏
肉、魚、人参、豆、トマトなど、辛く煮込んだ料理をかけて食べます。人が
集まる際の料理に、屋外でラムをローストするメショウイがあり、パンやド
ライフルーツ、野菜、ナツメヤシが添えられます。

南魚沼市に住んで感じたこと
　南魚沼市は自然にあふれ、山や川、田んぼ、スキー場など、広々とした天
然の美術館のような場所です。日本食はどれもおいしく、特に魚料理が気に
入っています。
　アルジェリアも雪は降りますがその季節は短く、この地での長い冬は、自
分にとってちょっとした挑戦でした。その冬に、裸押合大祭とスノーボード
を楽しみました。

［公用語］アラビア語
［首　都］アルジェ
［面　積］2,381,740㎢（10位）
［人　口］40,400,000人（33位）
［GDP（PPP）］ 2,330億ドル（40位）
［通　貨］アルジェリア・ディナール（DZD）
※GDPは国内総生産のことで、購買力平
価説（PPP）により算出した数値です

アルジェリア民主人民共和国

　
　市

長
の
一
言
日
記

ん
の
こ
と
、
何
よ
り
も
あ
の
声
に
そ
の
理

由
が
あ
る
よ
う
で
す
。
重
厚
感
が
あ
る
上

に
、
こ
も
る
こ
と
な
く
し
っ
か
り
と
響
き
、

す
っ
と
通
る
声
に
、
全
国
津
々
浦
々
の
老

若
男
女
が
魅
了
さ
れ
、
大
変
な
人
気
を
呼

ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
証
に
、
全
国

の
真
田
家
に
縁
の
あ
る
地
で
開
催
さ
れ
て

い
る
「
真
田
丸
」
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レ
ミ
ア
ム
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
で
は
、
村
上
新
悟
さ
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出
演
す

る
会
場
は
、
ど
こ
も
押
す
な
押
す
な
の
大

盛
況
と
の
こ
と
で
す
。

　

南
魚
沼
市
は
、
真
田
家
に
縁
の
あ
る
地

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
「
真
田
丸
」

プ
レ
ミ
ア
ム
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
特
別
の
計
ら
い
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
き
っ
と
南
魚
沼
の

英
雄
で
あ
る
直
江
兼
続
公
か
ら
の
天
の
声

が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
届
い
た
か
ら
だ
と
私
は
勝

手
に
想
像
し
て
い
ま
す
。
こ
の
催
し
が
今

年
の
南
魚
沼
市
兼
続
公
ま
つ
り
の
初
日
の

夜
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
梅
雨
空
を
吹
き

飛
ば
し
て
く
れ
る
も
の
と
今
か
ら
大
い
に

期
待
し
、
今
月
の
一
言
日
記
と
い
た
し
ま

す
。
み
な
さ
ま
も
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

　
「
真
田
丸
」
プ
レ
ミ
ア
ム
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
の
詳
細
は
、
市
報
７
月
１
日
号
と

同
時
配
布
の
夏
ま
つ
り
特
集
号
［
８
ペ
ー

ジ
］
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
直
江
兼
続
公
の
天
の
声
」

　

今
年
の
県
内
梅
雨
入
り
宣
言
は
去
る
６

月
１３
日
で
、
昨
年
よ
り
も
６
日
早
い
と
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
今
冬
の
少
雪
に
加
え
春

に
降
雨
が
少
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

全
国
的
に
水
不
足
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
内
で
も
農
業
用
水
の
確
保
が
心
配

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
い
っ
た

面
か
ら
は
、
早
い
梅
雨
入
り
は
天
の
恵
み

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
は
言
っ
て
も

こ
の
季
節
は
、
あ
ま
り
快
適
な
気
候
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
う
っ
と
う
し
い
気
分
を
吹
き
飛

ば
し
て
く
れ
る
報
道
が
、
６
月
１７
日
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
な
ん
と
今
年
の

大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
で
直
江
兼
続
公

を
演
じ
て
い
る
、
あ
の
村
上
新
悟
さ
ん
と

真
田
信の

ぶ

尹た
だ

役
で
あ
る
栗
原
英
雄
さ
ん
が
、

南
魚
沼
市
を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う

も
の
で
す
。「
な
ん
と
」
と
か
「
あ
の
」

と
か
、
や
や
大
げ
さ
な
表
現
を
し
て
い
ま

す
が
、
村
上
新
悟
さ
ん
は
今
や
前
述
の
直

江
兼
続
公
役
で
全
国
的
に
大
ブ
レ
イ
ク
し

て
い
る
方
で
す
。

　

容
姿
や
演
技
の
す
ば
ら
し
さ
は
も
ち
ろ
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　保険証の記載内容を確認し、大切に保管してください。7月31日㈰までに届かない場合や、記載内容に
誤りがある場合は、国保年金係にご連絡ください。

８月１日から使用する国民健康保険・　　
後期高齢者医療制度の保険証を送付します

� 【問合せ】　市民課�国保年金係　☎773－6661

◆7月下旬に普通郵便で1人ひとりに送付します。
◆�「減額認定証」がすでに交付されている人には、

8月から使用する新しい認定証を7月下旬に送
付します。

◆�7月下旬に世帯分をまとめて、普通郵便で世帯
主あてに送付します。

◆�すでに社会保険などに加入している人は、国民
健康保険をやめる手続きをしてください。
職場を退職し、社会保険などに加入していない
人は、国民健康保険に加入する手続きをしてく
ださい。

　窓口 市民課、大和・塩沢市民センター
◆�70 ～ 74歳の人は、保険証に「高齢者受給者証

一部負担割合」が表示されています。

国民健康保険に加入のみなさん 後期高齢者医療制度に加入のみなさん

保険証の送付方法
　保険証の送付は普通郵便で行っていますが、希望する人には簡易書留郵便で送付します。希望す
る人は、下記窓口にお申し込みください。
　申請書は、窓口に用意してあります。（市ウェブサイトからもダウンロード可）
窓口 市民課、大和・塩沢市民センター　　　締切り 7月15日㈮
対象 国民健康保険、後期高齢者医療制度
注意事項
・電話での受付はできません。窓口か郵送でお申し込みください。
・�簡易書留郵便は、受取りの際に受領印が必要です。不在などが続き、郵便局での保管期間が過ぎ

ると市役所に返送されます。

新しい保険証は桃色です 新しい保険証は空色です
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保険証の自己負担割合
　毎年、同一世帯の後期高齢者医療制度加入者の前年度所得に応じて、医療費の自己負担割合を判定しま
す。今月送付する新しい保険証に記載されている自己負担割合（1割か3割）は、8月1日から1年間適用
となる医療費の自己負担割合です。

1割負担となる人
　同一世帯の後期高齢者医療制度の加入者の中に、市・県民税課税所得が145万円以上の人がいない場合
3割負担（現役なみ所得者）となる人
　同一世帯の後期高齢者医療制度の加入者の中に、市・県民税課税所得が145万円以上の人がいる場合　
※�市・県民税課税所得が145万円以上の人がいる場合でも、世帯の収入・所得状況が基準額未満であれば、

申請により1割負担となります。該当すると思われる人に、市民課から通知書を送付します

平成28年度の保険料と納付方法
　7月中旬に、年間保険料額の通知書を送付します。
　保険料の納付方法は、「特別徴収（年金天引き）」「普通徴収（納付書か口座振替）」「最初は普通徴収で
10月から特別徴収に切り替わる場合」の3通りです。納付方法はそれぞれ異なります。7月中旬に届く通
知書をご確認ください。

特別徴収…年金から天引きで納める人

　　　　　

時　期 4月 6月 8月 10月 12月 平成29年2月

方　法 天引き 天引き 天引き 天引き 天引き 天引き

10月～平成29年2月の納付額は、確定した年間保険料から、4月～ 8月の納付額を差し引いた
残額を納めていただきます

普通徴収…７月から納付書か口座振替で納める人

　　　　　

時　期 4月～ 6月 7月～平成29年3月

方　法 納付なし 納付書か口座振替

年間保険料額を、7月～平成29年3月に分けて納めていただきます
月々の保険料額は、通知書に記載されています

※�年度途中で、納付方法が納付書や口座振替から年金天引きに変わる人がいます。その場合、年間保険料
から、納付書や口座振替による納付済額を差し引いた残額を納めていただきます。年間保険料の合計額
は変わりません

後期高齢者医療制度
� 【問合せ】　市民課�国保年金係　☎773－6661

納付方法の変更  ～年金天引きから口座振替に変更できます～
　納付方法を変更する場合は、市民課と金融機関の両方で手続きが必要です。詳しくは、国保年金
係にお問い合せください。
手続きに必要なもの　振替口座の情報（口座番号など）、通帳の届出印、保険証
※�家族の口座からの振替にすると、社会保険料控除は実際に負担をした口座の名義人に適用されま

す。これにより、世帯全体の所得税や市・県民税額に影響する場合があります。ご注意ください
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
市
民
課�
国
保
年
金
係

�
☎
７
７
３

－

６
６
６
１

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
と
猶
予

～
手
続
き
は
お
早
め
に
～

　

国
民
年
金
は
、
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の

す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
基
礎
年
金
で
す
。

　

平
成
２８
年
度
の
保
険
料
は
、
月
額
１
６
，

２
６
０
円
で
す
。
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
人
は
、
申
請
に
よ
り
免
除
・
納
付
猶
予

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

免
除
制
度
は
、「
全
額
免
除
」「
４
分
の

３
免
除
」「
半
額
免
除
」「
４
分
の
１
免

除
」
が
あ
り
ま
す
。
５０
歳
未
満
の
人
に
限

り
、
保
険
料
全
額
が
猶
予
さ
れ
る
「
納
付

猶
予
」
も
あ
り
ま
す
。
免
除
・
猶
予
を
希

望
す
る
人
は
、
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※�

い
ず
れ
の
場
合
も
、
前
年
所
得
や
扶
養

人
数
で
審
査
・
決
定
し
ま
す

免
除
・
猶
予
対
象
期
間　

　

平
成
２８
年
度

　
（
平
成
２８
年
７
月
～
平
成
２９
年
６
月
）

受
付
期
間　
７
月
～
随
時

申
請
先

　

�

市
民
課�

国
保
年
金
係
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
、
六
日
町
年
金
事
務
所

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
市
民
課�

国
保
年
金
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

国
民
健
康
保
険

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

　

医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
、「
限

度
額
適
用
認
定
証
」（
以
下
「
認
定
証
」）

な
ど
を
提
示
す
る
と
、
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
の
支
払
い
で
済
み
ま
す
。
必
要
な
人

は
、「
認
定
証
」
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

７０
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
健
康
保
険
税

に
未
納
や
滞
納
が
あ
る
と
交
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。（
申
請
時
に
納
付
状

況
を
確
認
し
ま
す
）

　

７０
歳
以
上
の
人
は
、
市
・
県
民
税
非
課

税
世
帯
が
交
付
対
象
で
す
。
市
・
県
民
税

課
税
世
帯
で
は
、
保
険
証
が
「
認
定
証
」

の
役
割
を
兼
ね
、「
認
定
証
」
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　
「
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
な
い
場
合

や
、
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
し
、
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
受
診
月

か
ら
早
く
て
２
か
月
後
の
月
末
に
、「
高

額
療
養
費
支
給
申
請
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

申
請
に
は
、
領
収
書
の
添
付
が
必
要
で

す
。
保
険
適
用
分
の
医
療
費
自
己
負
担
額

か
ら
限
度
額
を
差
し
引
い
た
額
が
高
額
療

養
費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

更
新
手
続
を
８
月
１
日
か
ら
受
付

　

現
在
「
認
定
証
」
を
お
持
ち
で
、
引
き

続
き
必
要
な
人
は
、
８
月
中
に
更
新
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必�

要
な
も
の　
保
険
証
、
印
鑑
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
通
知
カ
ー
ド
か
個
人
番
号

カ
ー
ド
）　

申�

請
先　
市
民
課�

国
保
年
金
係
、大
和
・

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

※�

自
己
負
担
限
度
額
な
ど
の
詳
細
は
、
７

月
下
旬
に
送
付
す
る
国
民
健
康
保
険
の

保
険
証
に
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
ミ

ニ
ミ
ニ
国
保
」〔
１０
～
１３
ペ
ー
ジ
〕
を

ご
覧
く
だ
さ
い

薬
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

～
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
活
用
を
～

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、「
後
発
医

薬
品
」
と
も
呼
ば
れ
、
新
薬
（
先
発
医
薬

品
）
の
独
占
販
売
期
間
の
終
了
後
に
、
新

薬
と
同
じ
主
成
分
で
開
発
・
製
造
さ
れ
た

医
薬
品
で
す
。
価
格
が
新
薬
の
３
～
５
割

程
度
で
、
経
済
的
負
担
が
少
な
く
な
り
ま

す
。

　

厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
得
た
、
新
薬

と
同
等
の
安
全
基
準
を
満
た
す
信
頼
で
き

る
薬
で
す
。
使
用
に
つ
い
て
、
医
師
や
薬

剤
師
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

薬
の
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

　

薬
の
飲
み
残
し
や
、
複
数
の
医
療
機
関

か
ら
重
複
し
て
薬
を
も
ら
う
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
。
薬
の
飲
み
合
せ
や
過
剰
な
摂

取
は
、
副
作
用
を
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま

す
。
お
薬
手
帳
を
活
用
し
、
医
師
や
薬
剤

師
に
点
検
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

保険証に同封のジェネリック医薬品希望
シール見本

※�保険証に貼って、薬代の節約にご利用
ください
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【
問
合
せ
】

　
総
務
課�
防
災
庶
務
班

�
☎
７
７
３

－

６
６
６
０

災
害
に
備
え
て

　

南
魚
沼
市
は
周
囲
を
山
で
囲
ま
れ
、
南

北
に
魚
野
川
が
縦
断
し
て
い
ま
す
。
日
本

有
数
の
豪
雪
地
帯
で
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
自
然
災
害
の
発
生
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

自
然
災
害
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
市
と
地
域
、
市
民
が
一
体
と
な

り
、
災
害
に
備
え
た
取
組
み
を
行
う
こ
と

や
、
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
時
の
行
動

を
理
解
す
る
こ
と
で
、
減
災
に
つ
な
げ
る

こ
と
な
ど
が
で
き
ま
す
。

南
魚
沼
市
で
想
定
さ
れ
る
災
害

　

地
震
、
風
水
害
、
土
砂
災
害
、
雪
害
、

原
子
力
災
害
な
ど

災
害
に
備
え
た
市
の
取
組
み

・�

緊
急
情
報
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
や
緊

急
告
知
ラ
ジ
オ
の
整
備
、
各
種
報
道
機

関
へ
の
情
報
提
供
な
ど
、
情
報
伝
達
手

段
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・�

洪
水
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成

・�

自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
、
防
災

教
育
な
ど
を
行
い
、
地
域
防
災
力
の
向

上
の
た
め
に
、「
自
助
」
と
「
共
助
」

の
強
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

災
害
に
備
え
た
一
人
ひ
と
り
の
取
組
み

・�

最
寄
り
の
避
難
所
・
避
難
場
所
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・�

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
、
地
域
に
潜
ん
で

い
る
災
害
の
危
険
か
所
な
ど
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・�「
い
ざ
」
と
い
う
時
に
備
え
て
、
家
族

３
日
分
の
食
糧
、
飲
料
水
、
生
活
必
需

品
を
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・�

荒
天
時
な
ど
、「
何
か
起
き
そ
う
だ
」

と
い
う
際
は
、
自
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

な
ど
の
情
報
を
得
る
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

・�
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域

共
同
体
の
維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
災

害
時
に
、
地
域
内
の
高
齢
者
支
援
な
ど

を
行
う
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・�

災
害
や
防
災
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
災
害
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、
正
し
い
知
識
を

身
に
着
け
る
こ
と
が
、
も
し
も
の
時
の

適
確
な
避
難
行
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・�

市
の
緊
急
情
報
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム

に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

緊
急
情
報
メ
ー
ル
配
信

　

異
常
気
象
や
、
災
害
に
関
す
る
情
報
を

配
信
し
ま
す
。
災
害
発
生
時
に
は
、
避
難

に
関
す
る
情
報
も
配
信
し
ま
す
。

登
録
方
法　

①�nangyo1@
m
inam

i-u.jp

に
空
メ
ー
ル

を
送
信（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
取
得
可
）

②
登
録
通
知
メ
ー
ル
が
配
信

③
必
要
事
項
を
登
録

　

①
～
③
で
登
録
設
定
が
完
了
し
、
メ
ー

ル
が
配
信
さ
れ
ま
す

※�

迷
惑
メ
ー
ル
対
策
な
ど
の
設
定
で
受
信

で
き
な
い
場
合
は
、
ド
メ
イ
ン
「@

m
inam

i-u.jp

」
を
受
信
で
き
る
よ
う

に
設
定
後
に
送
信
し
て
く
だ
さ
い

ＱＲコード

災
害
が
発
生
し
た
時
は

・�

あ
わ
て
ず
に
、
冷
静
に
行
動
し
ま
し
ょ

う
。
特
に
避
難
所
な
ど
へ
避
難
す
る
場

合
、
経
路
な
ど
の
状
況
を
確
認
し
、
安

全
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

・�

避
難
所
へ
の
避
難
が
間
に
合
わ
な
い
・

危
険
と
判
断
し
た
場
合
は
、
建
物
の
上

階
に
避
難
す
る
「
垂
直
避
難
」
や
、
危

険
か
所
か
ら
遠
く
に
避
難
す
る
「
水
平

避
難
」
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・�

正
確
な
情
報
を
取
集
し
ま
し
ょ
う
。
災

害
時
に
は
、
間
違
っ
た
情
報
や
根
拠
の

な
い
情
報
が
広
が
り
や
す
く
、
注
意
が

必
要
で
す
。

・�

地
域
全
体
で
高
齢
者
な
ど
の
避
難
支
援
、

安
否
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
市
か
ら
の
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

市
な
ど
か
ら
の
情
報
伝
達
方
法

　

緊
急
情
報
メ
ー
ル
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル

（
携
帯
大
手
３
社
が
配
信
す
る
エ
リ
ア

メ
ー
ル
）、
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
に
よ
る
緊
急

割
込
み
放
送
、
市
車
両
や
消
防
団
車
両
で

の
広
報
活
動
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
、
行
政
区
の
連
絡
網
な

ど
　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
日
ご

ろ
の
準
備
や
地
域
の
つ
な
が
り
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
災
害
時
に
あ
わ
て
ず
、
地
域

で
支
え
合
う
た
め
に
、
市
で
は
市
民
ふ
れ

あ
い
講
座
の
中
に
、
防
災
・
減
災
に
つ
い

て
学
ぶ
「
防
災
対
策
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

申
込
み
は
、
総
務
課
か
秘
書
広
報
課

（
☎
７
７
３

－

６
６
５
８
）
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

市
民
ふ
れ
あ
い
講
座
の
中
に
は
、
消
防

本
部
が
担
当
す
る
「
普
通
救
命
講
習
会
」

「
火
災
予
防
教
室
」
も
あ
り
ま
す
。

７
月
３
日
㈰
に
、
南
魚
沼
市
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

各
地
域
で
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
積
極

的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主
会
場　
第
二
上
田
小
学
校

※�

詳
し
く
は
、
市
報
６
月
１５
日
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
子
育
て
支
援
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
２
２

平
成
２９
年
度 

保
育
施
設

要
支
援
児
の
入
園
募
集

　

障
が
い
な
ど
の
理
由
で
、
保
育

園
・
認
定
こ
ど
も
園
で
専
任
職
員

の
対
応
が
必
要
な
児
童
の
保
育
環

境
を
確
保
す
る
た
め
に
、
要
支
援

児
の
入
園
募
集
を
行
い
ま
す
。

対
象
児
童
〔
い
ず
れ
か
に
該
当
〕

①�

：
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る

②�

：
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る

③�

：
①
・
②
と
同
程
度
の
障
が
い

が
あ
る
と
、
医
師
が
診
断

④�

：
療
育
相
談
な
ど
で
「
要
観

察
」
と
な
り
、「
専
任
職
員

の
対
応
が
必
要
」
と
医
師
が

判
断

提
出
書
類

　

入
園
申
込
書
、
保
育
園
等
入
園

基
準
指
数
表
、
保
育
の
必
要
性
を

証
明
す
る
書
類
（
就
労
証
明
書
、

母
子
手
帳
な
ど
）、
対
象
児
童
を

証
明
す
る
書
類
（
手
帳
の
写
し
、

医
療
機
関
な
ど
の
診
断
書
、
専
任

職
員
の
対
応
を
必
要
と
す
る
医
師

の
紹
介
状
な
ど
）

募
集
期
間

　

７
月
１
日
㈮
～
８
月
１
日
㈪

受�

付　
子
育
て
支
援
課
、
大
和
・

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
、
第
１
希

望
の
保
育
施
設

注
意
事
項

・�

現
在
保
育
園
な
ど
に
入
園
し
、

平
成
２９
年
度
も
保
育
施
設
で
の

保
育
を
希
望
す
る
場
合
も
申
込

み
が
必
要
で
す

・�
入
園
後
の
適
切
な
保
育
の
た
め
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施

す
る
「
遊
び
の
教
室
」
を
案
内

し
ま
す

・�

療
育
に
関
す
る
相
談
に
、
保
健

課
（
☎
７
７
３

－
６
８
１
１
）

が
応
じ
ま
す
。
心
配
ご
と
な
ど

を
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
【
問
合
せ
・
届
出
】

　
子
育
て
支
援
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
２
２

児
童
扶
養
手
当
現
況
届 

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費�

�

助
成
受
給
者
証
更
新
申
請 

特
別
児
童
扶
養
手
当�
�

所
得
状
況
届

　

８
月
は
各
種
手
当
な
ど
の
現
況

届
・
受
給
者
証
更
新
申
請
・
所
得

状
況
届
の
届
出
期
間
で
す
。

　

届
出
が
な
い
と
、
引
き
続
い
て

手
当
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
７
月
中
旬

に
通
知
し
ま
す
。
期
間
内
に
お
届

け
く
だ
さ
い
。

会
場　
本
庁
舎
２
階�

小
会
議
室

※�

受
付
は
本
庁
舎
の
み
。
特
別
児

童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
の
み
、

９
月
１
日
㈭
～
９
日
㈮
の
間
は
、

子
育
て
支
援
課
で
受
付

受
付
期
間　

通
常
受
付

　

８
月
１
日
㈪
～
３１
日
㈬
の
平
日

土
日
受
付
　

　

８
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
・

　

２７
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
子
育
て
支
援
課

�
☎
７
７
３

－

６
８
２
２

臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
登
録
制
度

看
護
師
・
保
育
士
・
調
理
員
を

募
集

　

こ
の
制
度
は
、
保
育
園
で
臨
時

職
員
が
必
要
な
場
合
、
素
早
く
対

応
で
き
る
よ
う
に
、
看
護
師
・
准

看
護
師
・
保
育
士
・
保
育
助
手
・

調
理
員
・
調
理
助
手
と
し
て
働
き

た
い
人
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
す
る

制
度
で
す
。

対
象　
保
育
園
で
働
き
た
い
人

　
（
年
齢
・
性
別
・
経
験
不
問
）

※�

勤
務
先
は
本
人
・
家
族
の
子
ど

も
が
入
園
し
て
い
な
い
園

臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
共
通
事
項

賃
金
（
時
給
）

①
看
護
師
：
１
，２
２
０
円

②
准
看
護
師
：
１
，０
２
０
円

③
保
育
士
（
有
資
格
）
：�

�

１
，０
２
０
円

④
保
育
助
手
：
９
６
０
円

⑤
調
理
員
（
有
資
格
）
：�

�

９
３
０
円

⑥
調
理
助
手
：
９
１
０
円

選
考
方
法　
書
類
審
査
と
面
接

勤
務
先　
市
内
の
１９
保
育
園

勤
務
期
間　
～
３
月
３１
日

　
（
年
度
ご
と
の
更
新
）

登
録
期
間　
登
録
日
～
１
年
間

交
通
費

　

市
条
例
と
規
則
に
よ
り
支
給

有
給
休
暇　
月
１
日

社
会
保
険
な
ど

　

社
会
保
険
（
健
康
保
険
・
厚
生

年
金
）
と
雇
用
保
険
へ
の
加
入
は
、

勤
務
条
件
で
異
な
り
ま
す
。

臨
時
職
員

勤
務
日

①�

～
④
：�

月
～
土
曜
日
の
内
、
週

５
日

⑤�

・
⑥
：
月
～
金
曜
日

勤
務
時
間

①�
～
④
：
午
前
７
時
～
午
後
７
時

の
内
、
１
日
７
時
間
３０
分
（
休

憩
１
時
間
）

⑤�

・
⑥
：�

午
前
８
時
３０
分
～
午

後
５
時
の
内
、
最
長
７
時
間
３０

分
、
最
短
２
時
間
（
４
時
間
以

上
の
勤
務
で
休
憩
１
時
間
）

パ
ー
ト
職
員

勤
務
日

①�

～
③

　

ア
：
月
～
金
曜
日

　

イ
：
土
曜
日

④
　

ア
：
特
別
・
延
長
保
育（
随
時
）

　
　
　

月
～
金
曜
日

　

イ
：
月
～
金
曜
日

　

ウ
：
土
曜
日

⑤
・
⑥　

　

月
～
金
曜
日

勤
務
時
間

①�

～
⑥
：
午
前
７
時
～
午
後
７
時

の
内
、
最
長
７
時
間
４５
分
、
最

短
１
時
間
（
４
時
間
以
上
の
勤

務
で
休
憩
１
時
間
）

要
支
援
児
対
応
（
痰
の
吸
引
な

ど
）
の
た
め
、
看
護
師
と
准
看
護

師
を
特
に
募
集
し
て
い
ま
す
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【
問
合
せ
】

　
南
魚
沼
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
業
務

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
34

市
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
主
な
活

動
目
的
は
、
事
業
者
と
の
取
引
に

お
い
て
不
利
な
立
場
と
な
る
こ
と

が
あ
る
、
消
費
者
へ
の
支
援
で

す
。�

Ｑ
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ど
ん
な
業
務
を
行
っ
て
い
る

の
？

A

消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、

消
費
者
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
、
講
演
会
な
ど

の
予
防
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。�

南
魚
沼
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

〔
市
役
所
本
庁
舎�

南
分
館
１
階
〕

開
設
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４

時
（
祝
日
と
年
始
年
末
を
除
く

月
～
金
曜
日
）

Ｑ
ど
う
や
っ
て
相
談
す
れ
ば
い

い
の
？

A

電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
直
接
お

こ
し
い
た
だ
い
て
の
相
談
も
可

能
で
す
。

Ｑ
相
談
料
は
必
要
な
の
？

A

相
談
は
無
料
で
す
。

Ｑ
相
談
内
容
を
他
の
人
に
知
ら

れ
た
く
な
い
の
だ
け
ど
？

A

相
談
内
容
の
秘
密
は
、
厳
守

し
ま
す
。

Ｑ
具
体
的
に
ど
ん
な
相
談
が
で

き
る
の
？

A

消
費
者
と
事
業
者
の
間
に
生

じ
た
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
相

談
に
も
で
き
る
限
り
対
応
し
ま

す
が
、
お
力
に
な
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
た
け

ど
？

A

毎
月
１
回
、
弁
護
士
に
よ
る

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
弁
護
士
へ
の
相

談
は
、
時
間
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
概
要
を
相
談

員
が
伺
い
ま
す
。
電
話
で
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

Ｑ
実
際
に
市
内
で
詐
欺
被
害
な

ど
が
あ
る
の
？　

A

市
内
で
も
被
害
相
談
が
あ
り

ま
す
。
怪
し
い
と
感
じ
た
ら
購

入
手
続
き
な
ど
を
す
る
前
に
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
警
察
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

Ｑ
ど
の
よ
う
な
販
売
方
法
が
ト

ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す
い
の
？

A

突
然
の
訪
問
販
売
や
、
電
話

勧
誘
販
売
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
を
申
し
込

む
通
信
販
売
、
覚
え
の
な
い
商

品
が
届
く
「
送
り
つ
け
商
法
」

に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す

い
販
売

連
鎖
販
売
取
引
…
個
人
を
販
売
員

に
勧
誘
し
、
次
の
販
売
員
を
勧

誘
さ
せ
、
販
売
組
織
を
連
鎖
的

に
拡
大
し
て
行
う
取
引

特
定
継
続
的
役
務
提
供
…
語
学
教

室
な
ど
、
長
期
・
継
続
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
こ
れ
に

対
す
る
高
額
の
対
価
を
約
束
す

る
取
引

業
務
提
供
誘
因
販
売
…
「
仕
事
を

提
供
す
る
の
で
収
入
が
得
ら
れ

る
」
と
い
う
口
実
で
消
費
者
を

誘
い
、
仕
事
に
必
要
だ
な
ど
と

し
て
、
商
品
な
ど
を
売
る
取
引

訪
問
購
入
…
事
業
者
が
個
人
宅
な

ど
へ
訪
問
し
て
、
物
品
の
購
入

を
行
う
取
引

Ｑ
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す
い
販

売
方
法
な
ど
で
購
入
し
た
商
品

を
、
返
品
す
る
こ
と
は
で
き
る

の
？

A

通
信
販
売
以
外
の
販
売
方
法

の
場
合
は
、
一
定
の
期
間
内
で

あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制

度
を
利
用
し
て
契
約
を
解
除
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
っ
て
何
？

A

突
然
の
訪
問
販
売
な
ど
で
は
、

消
費
者
は
購
入
契
約
の
際
に
冷

静
な
判
断
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
冷
静
に
考
え
る
期
間

を
設
け
、
そ
の
期
間
内
で
あ
れ

ば
契
約
を
解
除
で
き
る
制
度
で

す
。

Ｑ
通
信
販
売
は
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
が
な
ぜ
適
用
さ
れ
な
い

の
？

A

通
信
販
売
は
、
消
費
者
が
説

明
な
ど
を
読
み
、
内
容
を
理
解

し
た
う
え
で
購
入
で
き
る
と
考

え
る
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

通
信
販
売
で
購
入
す
る
場
合
は
、

内
容
を
よ
く
読
み
、
理
解
し
て

か
ら
購
入
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

Ｑ
最
近
多
い
相
談
は
？

A

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
架
空
請
求
を
受
け
た
と
い

う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
覚
え
の
な
い
請
求
が
メ
ー
ル

で
届
い
た
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
見
て
い
た
ら
急
に
登
録
料

を
請
求
さ
れ
た
」
と
い
っ
た
相

談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
わ
て
ず
に
、
身
近
な
人
や
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
焦
っ
て
記
載
さ
れ
て

い
る
電
話
番
号
に
電
話
を
し
た

り
、
メ
ー
ル
を
返
信
し
た
り
す

る
と
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

Ｑ
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
？

A

落
ち
着
い
て
考
え
る
時
間
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
悪
質

な
事
業
者
や
詐
欺
の
場
合
、
冷

静
な
判
断
が
で
き
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
で
、
お
金
を
得
よ
う

と
し
ま
す
。
そ
の
場
で
す
ぐ
に

回
答
せ
ず
、
身
近
な
人
な
ど
に

相
談
し
て
か
ら
回
答
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

「
し
つ
こ
く
勧
誘
さ
れ
て
困
っ

て
い
る
」「
不
審
な
点
が
あ
る
」

時
は
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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木を使う補助金
南魚沼の木で家づくり事業～市内産木材の活用に向けて～
概要　�個人住宅の新築・増築で使う市内産木材の購入費の1/3（上限50万円）を

補助
申請　市内の工務店が申請。まずは市内の工務店にご相談ください。
ふるさと越後の家づくり事業（県事業）～新潟県も木材利用を応援します～
概要　�個人住宅の新築・増築・改築で使う越後杉ブランド材の使用量に応じて補

助（10万円～ 40万円、条件により加算あり）
申請　�工務店が申請。まずは工務店にご相談ください。（市内産の木材を使えば

「南魚沼の木で家づくり事業」と併用が可能）
ペレットストーブ等設置補助金事業～人と環境にやさしく暖める～
概要　�ペレットストーブの設置に対して補助。個人は経費の1/4
　　　（上限10万円）、集会所・農業用施設は費用の1/3（上限15万円）を補助
申請　農林課に申請（申請書などは市ウェブサイトからダウンロード可）

森を育てる補助金・交付金
民有林保育事業～森林をお持ちの人へ　森林整備をお手伝い～

　林を手入れする委託経費を補助します。補助率の合計は、国・県・市を合
わせて最高で80%。（補助率は、林の状況や作業内容で変わります）高補助
率の今が森林整備のチャンス!まずは南魚沼森林組合へご相談ください。

　南魚沼森林組合〔大原〕　☎783－3349　
森林・山村多面的機能発揮対策交付金～荒れた里山を再生～

　森林整備を中心とした地域団体の共同活動に対し、交付金が交付されます。
森林の下刈りや間伐、作業道の整備などが対象です。
※詳細は、越後ふるさと里山林協議会ウェブサイトか農林課まで

法令、規則による届出～こんな時どうはどうすればいいの? ～　
　　　　　　　　　　　　事前に届け出てもらうもの� 事後に届け出てもらうもの
　
�

�

知って得する！　林業特集
� 【問合せ】　農林課�農地林務係　☎773－6663

森林の土地を売りたい、
他人に贈与したいなど

森林の近くで焼畑や害虫駆除
などのために火入れをしたい

山に入って
木を伐りたい

森林の土地を相続した、
他人から買った

水源地域の保全に関す
る県の条例
　森林を譲渡などする
人が対象（相続は対象
外）契約する30日前
までに届出が必要

火入れ許可申請
　森林から1キロメー
トル以内の場所が対象。
火入れをする30日前
までに申請が必要
※�野焼きを許可するも

のではありません

伐採及び伐採後の造林
届出書
　過度な伐採を防ぐた
めの制度。木を伐る
30日前までに届出が
必要

森林の土地所有者届
　新たに森林の所有者
となった日から90日
以内に届出が必要

※上記すべての届出書などは、市ウェブサイトからダウンロード可

【問合せ・届出】
南魚沼地域振興局4階
林業振興課　
� ☎772－8262

【問合せ・届出】
農林課�農地林務係　☎773－6663

⬇ ⬇ ⬇ ⬇

平成27年度から
補助率アップ

市長室でも使って
います

市報 みなみ魚沼　平成28年7月1日発行 10



日ごろの交流活動を生かして全戸の安全確認を
� 東日本大震災［平成23年3月］（浦安市　震災当時70代　男性）　

　富岡の団地内には有志によるボランティア住民交流組織「RAN」（レインボーエイジングネット
ワーク）があります。4年前に設立し、月1回の茶話会のほか、年4回の通信誌を発行し、現在は
50人がメンバーです。このRANの始まりは、もともとは数年前にお年寄りの孤独死が話題になっ
たころ、この団地にも独居者がいましたので、声かけによる安否確認は地域の人間としての役目だ
し、地域に貢献していきたいという思いだったのです。
　それが団地内の共有部分の駐車場や階段にある案内板の補修など、今では
困りごとの対応までやっています。あの日も、消えかかっていた駐車場の白
線引きを終わらせ、みんなが自宅に戻ってきたときの地震でした。
　RANメンバーは自宅の片付けも終わらぬうちに、早速集まって来てくれ、
団地内のお年寄りや体の不自由な人の安否確認をしました。安否リストの作
成には個人情報保護法下ではままなりません。そこで各棟の階段の踊り場に
張りだされたお名前をもとに、全戸確認とリスト化をしました。これが、そ
の後の救援物資の配布などに役立ったことは言うまでもありません。

【問合せ】総務課�防災庶務班　☎773－6660　

一日前プロジェクト
災害に備えて

【
問
合
せ
】

　
廃
棄
物
対
策
課�
新
ご
み
処
理
準
備
係

�
☎
７
８
２

－

０
３
３
９

新
ご
み
処
理
施
設 

建
設
候
補
地
の
一
般
募
集
結
果

　

南
魚
沼
市
・
魚
沼
市
・
湯
沢
町
で
は
、

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
用
地
を
、
平

成
２７
年
１１
月
１
日
～
４
月
３０
日
の
期
間

で
募
集
し
ま
し
た
。
多
く
の
み
な
さ
ん

か
ら
ご
理
解
と
ご
協
力
い
た
だ
き
、
建

設
候
補
地
と
し
て
３
地
区
の
行
政
区
か

ら
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
候
補
地
に
つ
い
て

は
、「
新
ご
み
処
理
施
設
検
討
委
員
会
」

で
決
定
し
た
評
価
基
準
に
基
づ
き
、
項

目
ご
と
の
比
較
検
討
を
行
っ
て
、
建
設
用

地
を
選
定
す
る
予
定
で
す
。

説
明
会
の
開
催
実
績

　

南
魚
沼
市
：
７
回
、
魚
沼
市
：
３
回
、

湯
沢
町
：
１
回

問
合
せ
実
績

　

南
魚
沼
市
：
２５
件
、
魚
沼
市
：
１５
件
、

湯
沢
町
：
４
件

国道
県道
市道
推奨範囲

● 湯沢町役場
● 南魚沼市環境衛生センター
● 南魚沼市役所（本庁舎）
● 魚沼市役所（小出庁舎）
● エコプラント魚沼
★ 応募申請地区

①
②
③
④
⑤ ★★★★

★★

湯沢町谷後地区

南魚沼市雲洞地区

南魚沼市長表地区

魚沼市

南魚沼市

湯沢町

●①
●②

●③

●④ ●⑤

建設候補地の公募結果
申請日 応募申請地区 応募面積

平成28年�
� 2月15日

南魚沼市長表地区 2�ヘクタール

平成28年�
� 4月6日

南魚沼市雲洞地区 2�ヘクタール

平成28年�
� 4月25日

湯沢町谷後地区 2�ヘクタール
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こんな会社です
　弊社は、平成30年で創業60周年を迎えようとしています。創業
以来、社会に貢献する企業をめざし、今日まで事業を行ってきまし
た。今後も長年培った技術力と人や他社とつながり、さらに時代の
流れに沿った独創的な発想を武器に、私たちはさまざまな角度から
人と暮らしの将来を見つめ、寄与していきたいと考えています。

人事担当者から一言
　建設業は、「危険・汚い・きつい」など、3Ｋ業界といわれ、若
者に敬遠されがちです。しかし、実際は安定した環境の中で快適に
仕事ができる職種だと思います。この業界は、新しい技術や材料、
これまでにはない建設物も誕生し、時代に合わせて進化しています。
向上心があり、常に新しい技術に触れたいと考える人にとっては
ぴったりな分野です。

イチ押し社員を紹介～上村 捷
しょう

太
た

さん（土木部）～
Ｑ この会社で働いてみてどうですか？
A みなさんの生活に役立つものや、一生形として残るものを造る
ことができる、やりがいのある仕事です。また、先輩や上司は優しく丁寧
に仕事を教えてくれます。他にも、衛生環境や福利厚生もしっかりしてい
ます。例えば、現場作業では、天候や気温に合わせて適切な休憩がありま
す。休日もしっかりと取ることができます。さらに資格取得の費用はすべ
て会社が出してくれ、働きやすい環境です。
　子どものころから重機を扱う仕事に就きたいと考えていました。将来、
誰にも負けない重機のオペレーターになれるようがんばり続けたいと思い
ます。

新人さんの紹介
 ～星亮太郎さん（塩沢商工高等学校 機械システム科出身）～　　　　
Ｑ この会社で働いてみてどうですか？
A 今年の4月に入社しました。実際に現場に出て、思っていた以上に繊細
な作業である一方で、一歩間違えると大事故につながる可能性が高い職業
だと感じました。安全第一を肝に銘じ、作業に取り組んでいきたいと思い
ます。まずは、日々の仕事と資格取得にむけて一生懸命がんばります。

シリーズで南魚沼市の「がんばる企業」を紹介します�━━━━� 南魚沼市WEB企業ガイド 検 索

�株式会社�カネカ建設� ［建設業］
〒949－6543　南魚沼市早川189番地1
☎782－1473　FAX�782－2789
メール�:�kaneka00@cocoa.ocn.ne.jp
ウェブサイト：http://k-kaneka.co.jp/kensetu/

シリーズ⑮

建築工事

土木工事（魚道工事）

施工事例

上村捷太さん

上村さんの重機作業風景
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テ
ー
マ
展
示

夏
本
特
集　

　

今
年
の
夏
は
暑
く
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
暑
い
夏
を
乗
り
切

り
、
快
適
に
過
ご
す
た
め
の
本
や
、

体
に
や
さ
し
い
食
事
の
レ
シ
ピ
本

を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
の
物
語
や
風
物
詩
の

ほ
か
、
夏
バ
テ
・
熱
中
症
の
対
策

を
知
っ
て
楽
し
く
夏
を
過
ご
す
た

め
の
本
も
紹
介
し
ま
す
。

海
の
日
・
山
の
日　

　

海
の
不
思
議
や
生
き
物
に
関
す

る
本
、
海
を
舞
台
に
し
た
小
説
、

登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
山
の
植

物
な
ど
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

も
う
す
ぐ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

　

８
月
５
日
か
ら
開
幕
す
る
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

楽
し
む
た
め
の
競
技
本
や
、
ブ
ラ

ジ
ル
を
紹
介
す
る
本
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。

夏
休
み
宿
題
お
た
す
け
コ
ー
ナ
ー

　

小
中
学
生
に
大
好
評
の
お
助
け

コ
ー
ナ
ー
を
、
今
年
も
や
り
ま
す
。

夏
休
み
の
宿
題
に
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。

「
芥
川
賞
」「
直
木
賞
」

受
賞
作
品
展
示

　

７
月
中
旬
に
、
今
年
の
受
賞
作

品
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
受
賞
作
品
な
ど
を
展
示
し

ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
展
示

　
「
真
田
幸
村
と
そ
の
時
代
」、

「
大
橋
鎭し

ず

子こ

」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
主

人
公
の
モ
デ
ル
）、「
ビ
ー
ト
ル
ズ

来
日
５０
周
年
」

小
・
中
学
校 

図
書
委
員
会

お
す
す
め
の
本
コ
ー
ナ
ー
③

　

市
内
の
小
・
中
学
校
の
図
書
委

員
会
が
選
ん
だ
お
勧
め
本
を
、
３

冊
ず
つ
展
示
し
ま
す
。
７
月
は
浦

佐
・
大
巻
・
栃
窪
小
学
校
、
五
十

沢
中
学
校
の
４
校
で
す
。

※�

１０
月
ま
で
、
毎
月
４
～
５
校
ず

つ
展
示
し
ま
す

期
間　
７
月
１
日
㈮
～
３１
日
㈰

展
示
場
所　
書
棚
上
（
西
側
）

７
月
の
読
書
の
つ
ど
い

楽
し
い
な
つ
！　
　

日
時　
７
月
１６
日
㈯

　

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会
場　
図
書
館�

多
目
的
室　

テ
ー
マ　
「
な
つ
」　

内�

容　
大
型
絵
本
「
す
み
っ
こ
の

お
ば
け
」・
本
の
紹
介
・
工
作

（
ふ
き
も
ど
し
を
作
り
ま
す
）

出
演　
ふ
う
せ
ん
の
会

対�

象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者

ほ
か
、
ど
な
た
で
も
（
申
込
み

不
要
）

絵
本
の
へ
や

　

楽
し
い
「
絵
本
の
へ
や
」
に
、

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？�

乳
幼
児

向
け
の
楽
し
い
絵
本
を
毎
回
用
意

し
て
、
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

期
日　
毎
週
水
曜
日�

　

午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

会
場　
図
書
館�

多
目
的
室

対
象　
０
歳
～
入
園
前
の
幼
児

内�

容　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手
遊

び
・
絵
本
・
紙
芝
居
・
読
み
聞

か
せ
な
ど

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

ま
ん
ま
る
ち
ゃ
ん
を
作
ろ
う
！

　
「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」
で
大
人

気
の
ま
ん
ま
る
ち
ゃ
ん
を
作
っ
て

み
よ
う
！

日
時　
７
月
２２
日
㈮

　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

会
場　
大
和
公
民
館

内�

容　
手
袋
人
形
・
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
「
ま
ん
ま
る
ち
ゃ
ん
」・
絵

本
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手
遊

び
・
歌
・
工
作
な
ど

対
象　
０
～
３
歳
児
と
保
護
者

参
加
費　
無
料
（
予
約
不
要
）

巡
回
図
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

６
月
１６
日
㈭
に
大
和
図
書
室
の

２
０
０
冊
を
入
れ
替
え
ま
し
た
。

次
回
、
塩
沢
図
書
室
は
７
月
２１
日

㈭
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

南魚沼市 　��月～金9：30～20：00（土日日祝は19：00まで）　
休館：7日㈭、21日㈭（図書整理日）

大　和 　��☎777－4671　火～日日祝9：00～19：00�
休館：4日㈪、11日㈪、19日㈫

塩　沢 　����☎782－0100　9：00 ～20：00（月土日日祝は
17：00まで）

みんなの図書館
【申込み・問合せ】�南魚沼市図書館
� ☎773－66777月の開館日時

夏
休
み
に
図
書
館
の
仕
事
を

体
験
し
よ
う
！

夏
休
み
子
ど
も
図
書
館
員
募
集

　

図
書
館
の
１
日
図
書
館
員
と
し

て
、
本
の
貸
出
な
ど
の
仕
事
を
体

験
し
た
い
人
を
募
集
し
ま
す
。

内�

容　
図
書
館
内
の
見
学
、
本
の

貸
出
や
返
却
、
本
棚
の
整
理
な

ど
の
仕
事
体
験

期
日

　

①
７
月
２８
日
㈭

　

②
８
月
４
日
㈭

　

③
８
月
８
日
㈪

時
間　
午
前
８
時
３０
分
～
正
午

対
象　
小
学
４
～
６
年
生

　
（
市
内
在
住
・
在
学
者
）

定�

員　
各
４
人
（
１
人
１
回
、
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

締
切
り　
７
月
２０
日
㈬

申�

込
み　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

図
書
館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ�

７
８
８

－

０
３
４
０
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綾小路きみまろ　笑撃ライブ2016
　「中高年のみなさま、お待たせしました！」ご存知
綾小路きみまろの毒舌漫談のオンパレード、ぜひお楽
しみください！
日　時　7月18日（月・祝）14：00 ～（開場13：00）�
会　場　市民会館　大ホール
入場料　全席指定　Ｓ席5,500円　Ａ席5,000円
　　　　（18歳未満入場不可）
※市民会館で好評発売中！�チケット残りわずか

南魚沼市民会館
開館8：30 ～ 17：15

7月の休館：4日㈪、11日㈪、19日㈫、25日㈪
☎773－5500　FAX 772－8161
URL http：//www.6bun.jp/kaikan/

第2期　心躍る絵画展
期　間　7月9日㈯～ 11月21日㈪
　棟方作品や外国と日本作品の中から「心躍る」を
テーマに、観ると思わず笑顔になったり、わくわく・
ドキドキするような作品を展示します。

棟方志功アートステーション

［ＪＲ六日町駅1階]　☎770－1173 ￥  一般500円／小中高250円
URL http：//www.m-uonuma.jp/m-artstation/

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30まで）
7月の休館：1日㈮～ 8日㈮

☎783－4500　FAX 783－3388
URL http：//www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan
￥ 一般500円／小中高250円
常設展 　~彫る�摺

す

る�画
か

く~「棟方志功の世界」
企画展 　期　間　11月6日㈰まで

「ピカソ展　知られざる最高傑作」
　初期の最高傑作の一つといわれる「サルタンバン
ク・シリーズ」を展示しています。
「点と線の描写力」　
　織田廣喜、西村龍介、福井良之助の版画作品を展示
しています。
※�入館者に先着順で南魚沼産コシヒカリ3合をプレゼ

ント（なくなり次第終了）

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30まで）
7月は毎日開館します

今泉記念館アートステーション

富岡惣一郎 「幽玄の美」
期　間　7月11日㈪まで
　期間もあとわずかとなりまし
た。幻想的な桂林シリーズを中
心とした本展覧会を、お見逃し
なく。

ラウンジ展 7月［観覧無料］

城内さんぽ 　泉新田・長森地区のイラストを展示
市民ギャラリー 　国際大学副学長�ジェイ・ラジャ
セケラさんの写真展

トミオカホワイト美術館
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

7月の休館：毎週水曜日、12日㈫～15日㈮
☎775－3646　FAX 775－3650　URL http：//www.6bun.jp/white/
￥ 一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

『北越雪譜』挿絵紹介その15
　かつて雪国の冬の道は、雪を踏み固めた狭い道で、
重い荷物を背負った人に出会ったら、たとえ武士でも
道を譲るのがきまりでした。
　この挿絵はそのきまりを破った武士が、観音さまの
罰で雪原に弾き飛
ばされた様子が描
かれています。

鈴木牧之記念館

☎・FAX 782－9860　￥  一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館9：00 ～ 16：30 
7月の休館：毎週火曜日

池山阿有展～炉ばた～
期　間　7月18日（月・祝）まで
　日展特選を2度受賞した画家・池山阿有さんの個展。
代表作の「炉ばた」シリーズを中心に、約30点を展
示しています。

昔ばなしを語るつどい～むかしあったてんがの～
日　時　8月7日㈰　13：30 ～ 14：30
費　用　無料　　　　語り部　魚沼昔ばなしの会
　人が人に語り、やさしい心や生きる力を伝えること
の大切さを、魚沼地域に伝わる昔語りを通して、見直
してみませんか。

池田記念美術館
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

7月の休館：毎週水曜日、19日㈫～ 22日㈮
☎780－4080　FAX 777－3815　URL http：//www.ikedaart.jp
￥ 一般500円／高校生以下（無料）

7月の「市民無料の日」は、8日㈮、18日（月・祝）、28日㈭

富士雪景B

「寒行者威徳之図」
部分
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員
会
が
設
立
さ
れ
、
昭
和
５５
年

に
銅
像
（
石
碑
⑥
写
真
）
は
復

元
さ
れ
ま
し
た
。

参
考
資
料　

先
覚
越
後
の
名
工
北
川
岸
次
抄

南
魚
沼
郡
誌�

続
編�

下
巻

こ
ろ
か
ら
手
先
が
器
用
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
安
政
元
年
（
１
８

５
４
年
）、
１９
歳
の
時
に
北
川

家
の
養
子
と
な
り
、
近
考
斉
岸

次
と
名
の
り
ま
し
た
。

　

荒
山
十
二
神
社
の
向
拝
（
下

部
写
真
）
の
裏
面
に
は
「
清

賢
」
と
墨
書
銘
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
清
賢
を

名
の
っ
て
い
た
こ
ろ
の
向
拝
、

仏
壇
、
欄
間
な
ど
の
優
れ
た
作

品
が
神
社
な
ど
に
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

明
治
元
年
（
１
８
６
８
年
）、

一
村
尾
の
若
宮
八
幡
宮
神
楽
舞

（
市
指
定
文
化
財
）
で
使
用
す

る
神
楽
面
の
作
成
の
依
頼
を
受

け
、
２７
面
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

神
楽
面
は
、
岸
次
が
作
っ
た

２７
面
を
加
え
た
３２
面
を
備
え
、

毎
年
９
月
中
旬
に
「
十
五
夜

祭
」
が
斎
行
さ
れ
、
今
も
稚
子

舞
、
鈴
杵
舞
な
ど
２６
座
の
神
楽

舞
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
こ
ろ
、
浦
佐
村
の
天
門

数
学
者�

柳
與
三
次
に
つ
い
て

学
び
、
渾こ

ん

天て
ん

儀ぎ

を
作
成
し
、
こ

れ
を
応
用
し
た
動
力
水
車
の
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

明
治
５
年
７
月
に
は
、
八
色

原
の
開
墾
に
着
目
し
、
開
墾
計

画
書
と
動
力
水
車
の
模
型
を
携

南
魚
沼
市
の
石
碑
（
銅
像
）
⑥

「
贈
従
五
位�

北
川
岸
次
之
像
」

�

〔
浦
佐
門
前
（
普
光
寺
境
内
）〕

建
立　
昭
和
５５
年　
　

南
魚
沼
市
の
石
碑
⑦

「
贈
従
五
位�

北
川
先
生
碑
」

�

〔
船
ケ
沢
新
田
〕

建
立　
昭
和
５
年　
　

　

北き
た

川が
わ

岸が
ん

次じ

は
、
船
ヶ
沢
新
田

出
身
の
工
匠
で
す
。
天
保
７
年

（
１
８
３
６
年
）
１
月
に
生
ま

れ
、
幼
名
を
小
萬
治
、
後
に
清

賢
と
改
め
て
い
ま
す
。
幼
少
の

え
て
上
京
し
、
架
設
許
可
、
補

助
金
の
申
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

上
京
の
際
、
政
府
の
勧
め
も
あ

り
、
活
動
の
場
を
東
京
に
移
す

決
断
を
し
、
宮
内
省
や
工
部
省

な
ど
で
洋
式
建
築
・
家
具
の
製

作
や
石せ

っ

膏こ
う

・
蝋ろ

う

細
工
で
、
名
声

を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

明
治
１０
年
、
代
表
作
の
一
つ

で
あ
る
「
人
体
解
剖
模
型
」
を
、

第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出

品
し
ま
し
た
。
こ
の
模
型
は
、

肺
や
心
臓
な
ど
の
臓
器
・
頭

部
・
血
管
・
骨
格
な
ど
が
精
巧

に
再
現
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
取
外

し
が
可
能
で
、
体
の
仕
組
み
を

容
易
に
理
解
で
き
る
構
造
と

な
っ
て
い
ま
す
。
展
覧
会
で
太だ

政じ
ょ
う

大
臣
ら
に
披
露
さ
れ
、
そ

の
精
巧
さ
が
称
賛
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
体
解
剖
模
型
は
、
岸
次
の

指
導
に
よ
り
、
長
男�

千せ
ん

次じ

の

会
社
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
、
医

療
界
に
普
及
し
、
医
学
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
た
な
か
、
明
治
１５
年
８
月
、

病
の
た
め
４７
歳
で
こ
の
世
を

去
っ
て
い
ま
す
。

　

大
正
１２
年
（
１
９
２
３
年
）、

浦
佐
尋
常
高
等
小
学
校
の
創
立

５０
周
年
記
念
と
し
て
人
体
解
剖

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
郷
土
史
編
さ
ん
係

�

☎
７
７
３

－

２
１
９
７

郷
土
資
料

�
あ
れ
こ
れ
44

模
型
が
、
地
元
の
篤
志
家
に
よ

り
同
校
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
模
型
（
市
指
定
文
化

財
）
は
、
現
在
、
八
色
の
森
公

園
に
あ
る
「
む
か
し
や
」
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
３
年
（
１
９
２
８
年
）

１１
月
１０
日
、
昭
和
天
皇
の
即
位

の
礼
の
当
日
、
そ
の
功
績
か
ら

従
五
位
が
贈
位
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
で
も
こ
の
功
績
を
永
遠
に

記
念
す
る
た
め
に
、
昭
和
４
年

４
月
に
発
起
人
２１
名
に
よ
っ
て

銅
像
の
建
設
計
画
が
立
て
ら
れ

ま
し
た
。
浦
佐
村
の
堀
内
秋
布

が
発
起
人
代
表
と
な
り
、
建
設

賛
同
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
を

配
布
す
る
な
ど
奔
走
し
ま
し
た
。

　

昭
和
５
年
、
銅
像
は
普
光
寺

境
内
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
銅

像
の
原
型
作
成
は
、
浦
佐
村
出

身
の
彫
刻
家�

井
口
喜
夫
で
し

た
。
ま
た
、
出
身
地
の
船
ヶ
沢

新
田
で
も
石
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。（
石
碑
⑦
写
真
）

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
昭
和

１８
年
、
物
資
確
保
の
た
め
金
属

回
収
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

銅
像
も
供
出
さ
れ
、
石
の
台
座

だ
け
が
取
り
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

銅
像
復
元
の
強
い
要
望
か
ら
、

昭
和
５４
年
に
銅
像
復
元
建
設
委

荒山十二神社の向拝

お
詫
び
と
訂
正

　

市
報
６
月
１
日
号
「
郷

土
資
料
あ
れ
こ
れ
４３
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
、
訂
正
し
ま
す
。

［
１
段
目�

本
文
４
行
目
］

訂
正
前
魚
野
川
の
左
岸

訂
正
後
魚
野
川
の
右
岸
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公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

小栗山サンスポーツランドテニスコート　【問合せ・申込み】管理棟　☎772－7567
　7月1日㈮～ 9月11日㈰は、下記営業時間内に管理人が管理棟に常駐します。
　利用は、管理棟にお申し込みください。みなさんの利用をお待ちしています。
営業時間　昼 昼�9：00 ～ 17：00
　　　　　ナイター 17：00 ～ 22：00
　　　　　　　　　　［7月1日㈮～ 9月11日㈰：無休、9月13日㈫～ 10月26日㈬�：火・水曜日のみ］
利用料金［テニスコート占用利用（1面）］　※南魚沼市（郡）内の人

初心者 夏休み短期水泳教室
［5日間集中レッスン］

　夏休みを利用して、「水慣れとクロールの基本」の
短期集中レッスンを行います。この機会に水泳の基礎
を身に付けましょう！�2コース以上の参加も可能です。
期　間　7月25日㈪～ 29日㈮
　　　　　Ａコース ･･･17：05 ～ 17：55
　　　　　Ｂコース ･･･18：05 ～ 18：55
　　　　8月1日㈪～ 5日㈮
　　　　　Ｃコース ･･･17：05 ～ 17：55
　　　　　Ｄコース ･･･18：05 ～ 18：55
対　象　クロールで25メートル泳げない小学生
定　員　各コース50人（先着）
受講料　1コースにつき
　　　　スポパラ会員1,540円（一般3,080円）

小学校親善水泳大会準備コース
　大会に向けた短期集中レッスンを行います。
期　間　7月21日㈭～ 23日㈯
　　　　18：00 ～ 19：00（全3回）
対　象　�南魚沼郡・市小学校親善水泳大会（7月26日

㈫開催）に出場する小学5・6年生
定　員　30人（先着）
受講料　スポパラ会員900円（一般1,800円）
共通事項
保険料　年会費や参加料に含まれます。
※�プールの入場料が別途必要（プリペイドカード・定

期券などもあります。ご相談ください）
申込み　ディスポート南魚沼
受付開始　7月5日㈫～

ディスポート南魚沼
7月の休館日

4日㈪、11日㈪、19日㈫

１時間 ４時間 照明料
1時間

年券（１面につき・時間制限なし） 備　　考
昼券 夜券 昼夜券 30分以内の利用は、1時間料

金の半額410円 1,430円 720円 18,500円 37,000円 52,500円

トレーニングマシン使用法講習会
　油圧抵抗式マシンを使用し、どなたでも簡単に使い
方を覚えられます
日　時　7月17日㈰　12：00 ～ 13：30
会　場　ディスポート南魚沼1階�
　　　　トレーニングルーム
定　員　6人（事前申込みが必要）
受講料　スポパラ会員：無料（一般200円）
※施設利用料300円が別途必要（定期券可）
申込み　ディスポート南魚沼
※�運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物をご用意

ください

ディスポート南魚沼　

南魚沼市兼続公まつり期間 営業時間の変更
【7月17日㈰・18日（月・祝）】
施設名 営業時間

プール 10：00 ～ 16：00

トレーニングルーム

9：00 ～ 17：00アリーナ
ランニングトラック

※�19日㈫は休館。19日㈫の大煙火大会が、20日㈬に
順延した場合、20日㈬は上記の時間で営業

各コース
とも
全５回
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� 【問合せ・申込み】社会教育課�生涯スポーツ係　☎773－6630　
　昨年に続き、大和地域の浦佐コースで実施します。毘沙門堂や魚沼基幹病院、八色の森公園、ライトアップされ
た池田記念美術館など、魅力満載の浦佐地区を歩いてみませんか?地域の子ども会や学年行事、家族での参加も大
歓迎!ゴール地点で、豚汁サービスやハズレなしの抽選会も行います。家族・友人を誘って、ナイトウォークで夏
の思い出を作りましょう!
　地球温暖化防止・エコ運動の一環として、ゴミを削減するために、マイ汁椀・マイ箸をご持参ください。
日　時　8月6日㈯　雨天決行　受付時間 17：00 ～ 17：50　　出発時間 18：10〔スタート：�大和庁舎〕
コース　�10㎞周回コース（大和庁舎�➡�魚野川沿い道路�➡�踏切�➡�大和商工会館�➡�毘沙門堂�➡�新町地蔵清水�

➡�多聞橋�➡�浦佐小学校�➡�国道17号浦佐バイパス�➡�八色の森公園�➡�池田記念美術館�➡�浦佐大橋�➡�
大和庁舎）

参加費　高校生以上：1,000円、小・中学生：500円、小学生未満：無料
締切り　�7月21日㈭
申込み　社会教育課�生涯スポーツ係、大和・塩沢公民館、ディスポート南魚沼
　　　　※参加費を添えてお申し込みください
申込用紙設置か所　上記受付場所のほかに
　　　　大 和 地 域 大和庁舎ロビー、薮神地域コミュニティセンターまほろば、大崎農業会館、
　　　　　　　　　　東地域開発センター
　　　　六日町地域 本庁舎ロビー、五十沢・城内・大巻の各開発センター、南魚沼市図書館
　　　　塩 沢 地 域 塩沢庁舎ロビー、上田農村環境改善センター、中之島農村環境改善センター、
　　　　　　　　　　石打農業者トレーニングセンター
その他　先導員が誘導します。走る人、ペットの同伴は、ご遠慮ください。コースには歩道橋や砂利道があります。
　　　　安全のため、懐中電灯をご持参ください。
　　　　大和庁舎は駐車台数に限りがあります。乗り合わせなどでおこしください。

参加者募集 第12回南魚沼市ナイトウォークin浦佐

地域のみなさんへ　イベントへの理解とコース上での安全運転にご協力ください。

�【問合せ・申込み】南魚沼市野球連盟　　　　　　
� ☎080－5538－5046（山田）
� ☎090－1653－4616（小倉）
日　時　予選　7月24日㈰　8：00 ～
　　　　決勝　7月30日㈯　時間未定
　　　　　　　（ナイターを予定）
※�雨天の場合は翌日曜日以降に順延。ユニフォーム

はチームで統一が必要
会　場　ベーマガS

ス タ ジ ア ム

TADIUM
参加費　野球連盟登録チーム　3,000円
　　　　野球連盟未登録チーム　10,000円
申込み　ディスポート南魚沼
締切り　7月10日㈰
抽選会　7月13日㈬
　　　　19：30 ～
　　　　〔市民会館2階�和室〕
※参加費をご持参ください

� 【問合せ・申込み】湯沢町公民館
� ☎784－2460
　スターバックスのコーヒーマスターによる、おい
しくアイスコーヒーをいれるポイントの実演や試飲、
コーヒーの風味に合わせたスイーツなどを体験しま
す。
日　時　7月23日㈯　13：30 ～（2時間程度）
会　場　湯沢町公民館
対　象　南魚沼市・魚沼市・湯沢町在住の人
費　用　3,240円（お土産付）
講　師　スターバックスコーヒージャパン�
　　　　コーヒーマスター
定　員　30人（先着順）
※電話でお申し込みください

南魚沼市野球連盟
「市長杯一般野球大会」

参加チーム募集

魚沼地域定住自立圏構想企画
スターバックス コーヒー
アイスコーヒーセミナー
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南魚沼市役所大和庁舎
スタート・ゴール地点

３㎞

１㎞

２㎞

４㎞

５㎞

６㎞

７㎞

８㎞

９㎞

10㎞

ゴール時に麦茶・豚汁サービス
トイレ休憩、抽選会

新町集会所
トイレ休憩

トイレ休憩
大和商工会館

八色の森公園内
トイレ休憩（２か所）

（階段あり）

階段あり

砂利道

砂利道

歩道橋へ
普光寺

八色の森
公園

毘沙門堂

池田記念美術館

魚沼
ゆきぐに
大和病院

浦佐駅

浦佐大橋

多聞橋

魚野川

魚野川

国道17号浦佐バ
イパス

国道
17
号

浦佐小学校

大和中学校

大和公民館

基幹病院

新町地蔵清水
給水可

国
道
17
号
浦
佐
バ
イ
パ
ス

トイレ休憩
おくにじまん会館

N

E

S

W

浦佐小学校
麦茶サービス・トイレ休憩

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
順
路

㎞ 順路（地点） 備考 最終参加者通過予想時間
スタート（大和庁舎） トイレ 18：20

1 魚野川沿い道路（管理道） 18：35
2 赤沢川橋踏切 18：55
3 大和郵便局付近 付近にトイレ有 19：10
4 新町地蔵清水 給水・集会所にトイレ有 19：30
5 多聞橋 19：50

浦佐小学校 給水・トイレ 20：05
6 大和中学校前 20：15
7 八色の森公園入口（北側） 公園内にトイレ有 20：35
8 池田記念美術館前 公園内にトイレ有 20：50
9 大和中学校グラウンド付近 21：05
10 ゴール（大和庁舎） トイレ・抽選会・給水・とん汁 21：20

第12回 南魚沼市ナイトウォーク
in 浦佐

8月6日㈯ 18：10 大和庁舎 スタート
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【
問
合
せ
】
保
健
課�

成
人
保
健
班

�
☎
７
７
３

－

６
８
１
１

「
う
つ
・
自
殺
予
防
講
演
会
」

～
う
つ
病
の
理
解
と
対
応
～

　
「
う
つ
病
」
は
、
５
人
に
１
人
が
発
症

す
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
身
近
な
病
気
で
す
。

自
殺
と
の
関
連
も
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
自
殺
予
防
対
策
と
し
て
、
各

地
区
で
う
つ
・
自
殺
予
防
講
演
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
「
う
つ
病
に

悩
ん
で
い
る
人
を
見
守
り
た
い
」「
友
だ

ち
に
も
話
を
聞
か
せ
た
い
」
な
ど
、
参
加

し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

う
つ
病
に
つ
い
て
、
精
神
科
の
先
生
か

ら
話
を
聞
け
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

大
巻
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー
会
場

期
日　
７
月
２１
日
㈭

上
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
会
場

期
日　
８
月
４
日
㈭

共
通
事
項

時
間　
午
後
７
時
～
８
時
３０
分

内
容　
う
つ
病
の
理
解
と
対
応

講
師　
病
院
事
業
管
理
者�

宮
永
和
夫

費
用　
無
料

※
事
前
申
込
み
不
要

【
問
合
せ
】
保
健
課
（
献
血
担
当
）

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

「
愛
の
献
血
助
け
合
い
運
動
」

実
施
中
！ 

７
月
１
日
～
３１
日

　

病
気
や
事
故
の
治
療
に
使
わ
れ
る
輸
血

用
血
液
は
、
す
べ
て
善
意
に
よ
る
献
血
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
期
保
存
が
で

き
な
い
血
液
を
、
安
定
供
給
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
若
い
人
の
献
血
者
数
が
大
幅
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
献
血
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

７
月
の
献
血
日
程

イ
オ
ン
六
日
町
店
会
場

日
時　
７
月
１８
日（
月
・
祝
）

　

午
前
１０
時
～
１１
時
４５
分
、

　

午
後
１
時
～
３
時
３０
分

㈱
ミ
ツ
バ
会
場

日
時　
７
月
２８
日
㈭

　

午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
４５
分

新
潟
三
吉
工
業
㈱
会
場

日
時　
７
月
２８
日
㈭

　

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

※�

３
会
場
と
も
全
血
献
血
。
会
場
・
日
時

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

受付・診療時間 　午前：月曜～土曜　〔受付〕8：30 ～ 11：30　〔診療〕9：00 ～
� 午後：月曜～金曜　第1・第3土曜　〔受付〕11：30 ～ 16：00　〔診療〕14：00 ～
� 【問合せ】城内診療所　☎775－2009

月 火 水 木 金 土
日

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

◎�城内診療所では、自宅まで無料で送迎します。送迎希望は、
電話か窓口でお申し込みください。（送迎は午前中のみ）

1日 2日 3日

髙　橋 ◆堀��内 休��診

4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日
髙　橋�
田　中 福本 ◆寺田�

　福本 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 福本 休診 休��診

11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日
髙橋�
田中 田中 福本 ◆寺田�

　福本 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 薄　田 休��診

18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日

休��診（祝日） 福本 ◆寺田�
　福本 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 福本 休診 休��診

25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日
髙橋�
田中 田中 福本 ◆寺田�

　福本 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 福本 休診 休��診

◆印の寺田医師と堀内医師の診療は待ち時間解消のため、予約優先となります。
　月曜日は、女性医師（田中奈津子医師）による診察を行っています。

7月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
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【
問
合
せ
】
議
会
事
務
局　

�

☎
７
７
３

－

６
６
５
０

議
会
の
ラ
ジ
オ
放
送
日
程

～
６
月
定
例
会
【
一
般
質
問
】
～

　
「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」
で
、
６
月

市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
を
放

送
し
ま
す
。
放
送
日
程
や
質
問
内

容
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
中
で
す
。

放
送
予
定
議
員

（�

質
問
順
位
、
敬
称
略
、
７
月
５

日
㈫
か
ら
放
送
予
定
）

勝
又
貞
夫
、
中
沢
一
博
、

清
塚
武
敏
、
塩
川
裕
紀
、

小
澤　

実
、
田
村
眞
一
、

岡
村
雅
夫
、
中
沢
俊
一
、

塩
谷
寿
雄
、
牧
野　

晶
、

佐
藤　

剛
、
寺
口
友
彦
、

鈴
木　

一
、
若
井
達
男
、

今
井
久
美
、
永
井
拓
三
、

桑
原
圭
美
、
関　

常
幸
、

腰
越　

晃

【
問
合
せ
】
新
潟
県�

総
務
管
理

部�

統
計
課�

生
活
統
計
班

�

☎
０
２
５

－

２
８
０

－

５
１
１
９

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月
末
現

在
で
常
用
労
働
者
を
１
～
４
人
雇

用
す
る
事
業
所
（
農
林
漁
業
・
一

般
公
務
を
除
く
）
を
対
象
に
、
賃

金
や
労
働
時
間
、
労
働
者
数
の
動

向
を
調
べ
る
毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査

デ
ー
タ
は
、
統
計
を
作
る
た
め
の

み
に
使
用
し
ま
す
。

　

県
知
事
が
任
命
し
た
統
計
調
査

員
が
対
象
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
。

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

期
間　
７
月
下
旬
～
８
月
末

対
象
地
域　
塩
沢
地
区

　
（
竹
俣
行
政
区
周
辺
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
廃
棄
物
対
策
課

�

☎
７
８
２

－

０
３
３
９

温
泉
施
設
「
金
城
の
里
」

指
定
管
理
者
募
集

　

可
燃
ご
み
処
理
施
設
付
属
の
温

泉
施
設
「
金
城
の
里
」
の
指
定
管

理
者
を
募
集
し
ま
す
。

所
在
地　
島
新
田
７
６
４
番
地

施�

設
の
概
要　
温
泉
施
設
（
浴
室
、

脱
衣
所
、
休
憩
室
、
便
所
、
事

務
室
）、
駐
車
場
（
消
雪
パ
イ

プ
完
備
）

建�

物
の
構
造　
木
造
平
屋
建
て
亜

鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
葺

業
務
内
容　

・
施
設
の
管
理
運
営

・�

施
設
の
利
用
許
可
、
利
用
料
金

の
徴
収

・
利
用
者
へ
の
物
品
販
売

・�

公
衆
浴
場
の
安
全
と
衛
生
の
保

持
・
管
理

指�

定
管
理
期
間　
平
成
２９
年
４
月

１
日
～
平
成
３４
年
３
月
３１
日

（
５
年
間
）

応
募
期
間

　

７
月
１
日
㈮
～
８
月
１
日
㈪

応�

募
資
格　
市
内
に
本
社
か
、
そ

れ
に
類
す
る
施
設
が
あ
る
法

人
・
そ
の
他
の
団
体

※�
募
集
要
項
を
廃
棄
物
対
策
課
に

用
意
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

【
問
合
せ
】
市
民
課�

市
民
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

イ
オ
ン
六
日
町
店
で

証
明
書
の
取
得
が
で
き
ま
す

　

市
で
は
、
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
イ
オ
ン
六
日
町

店
で
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

※�

１５
歳
未
満
と
成
年
被
後
見
人
は

利
用
で
き
ま
せ
ん

交
付
で
き
る
証
明
書

・�

住
民
票
（
世
帯
の
一
部
・
全
員

と
も
に
可
）

・�

印
鑑
登
録
証
明
書

・�

所
得
証
明
書
（
児
童
手
当
用
、

児
童
扶
養
手
当
用
も
可
）

・�

所
得
・
課
税
（
非
課
税
）
証
明

書
交
付
で
き
な
い
証
明
書

・�

戸
籍
の
謄
本
・
抄
本
、
附
票

・�

個
人
番
号
・
住
民
票
コ
ー
ド
入

り
の
住
民
票

手
数
料　
２
５
０
円

機
器
設
置
場
所

　

１
階�

サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー

利
用
可
能
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
１０
時

※�

年
末
年
始
（
１２
月
２９
日
～
１
月

３
日
）
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
日
を

除
く

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
子
育
て
支
援
課�

保
育
班　

�

☎
７
７
３

－

６
８
２
２

ふ
れ
あ
い
体
験

保
育
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

夏
休
み
に
保
育
園
で
ふ
れ
あ
い

体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

期�

間　
８
月
１
日
㈪
～
２６
日
㈮
の

希
望
す
る
期
間
（
土
日
、
１１
日

（
木
・
祝
）、
１５
日
㈪
・
１６
日
㈫

を
除
く
）

対�

象　
市
内
在
住
の
中
･
高
･
大

学
生
な
ど

会
場　
市
営
保
育
園
１９
施
設

※�

各
園
で
一
日
の
受
入
れ
は
４
人

ま
で

費�

用
　

保
険
料
：
１
５
０
円
（
年
額
）

　

給
食
費
：
２
６
０
円
（
日
額
）

申�

込
み　

子
育
て
支
援
課
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
、
希

望
す
る
保
育
園

※�

申
込
用
紙
は
、
子
育
て
支
援
課
、

中
学
校
、
近
隣
の
高
校
、
市
立

保
育
園
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ

ン
タ
ー
に
用
意
（
中
学
生
は
学

校
で
取
り
ま
と
め
ま
す
）

締
切
り　
７
月
１１
日
㈪

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

掲

板
示
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
課�
高
齢
福
祉
係　

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

高
齢
者
の
寝
具
洗
濯
・

乾
燥
・
消
毒
サ
ー
ビ
ス

対�

象　
在
宅
で
６５
歳
以
上
の
「
単

身
世
帯
」「
高
齢
者
の
み
の
世

帯
」

※�

平
成
２８
年
度�

市
・
県
民
税
所

得
割
の
課
税
世
帯
は
対
象
外

期
日　
８
月
下
旬
に
実
施
予
定

　
（
年
に
１
回
の
実
施
）

費
用　
実
費
の
２
割
が
自
己
負
担

申�

込
み　
福
祉
課
か
地
域
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員

締
切
り　
７
月
２２
日
㈮

※�

寝
具
は
、
業
者
が
回
収
・
配
達

を
し
ま
す

【
問
合
せ
】
環
境
交
通
課　

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

シ
ニ
ア
カ
ー
は
安
全
に

利
用
し
ま
し
ょ
う

　

市
内
で
シ
ニ
ア
カ
ー
に
乗
り
な

が
ら
犬
の
散
歩
を
し
て
い
た
高
齢

者
が
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
転
倒

す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
カ
ー
は
便
利
な
乗
り
物

で
す
が
、
正
し
く
利
用
し
な
い
と

交
通
事
故
の
被
害
者
や
加
害
者
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
ま
わ
り
の
歩
行
者
や

自
動
車
の
動
き
に
注
意
を
払
い
、

慎
重
に
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る
『
消
費
生
活
』

無
料
法
律
相
談

　

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
１
件
約
３０
分
。
希

望
す
る
人
は
、
前
日
正
午
ま
で
に

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※�

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
員
が
概
要
を
伺
い
ま
す

日
時　
７
月
２８
日
㈭

　

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
場　
市
役
所
本
庁
舎�

南
分
館

　

１
階�

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

※�

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
み

な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

「
今
か
ら
始
め
た
い
ロ
コ
モ

予
防
講
演
会
」
開
催

　

骨
・
関
節
・
筋
肉
な
ど
の
運
動

器
の
機
能
が
衰
え
る
と
、
日
々
の

暮
ら
し
中
で
介
護
が
必
要
と
な
る

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
運
動

器
の
障
が
い
の
た
め
に
、
要
介
護

と
な
る
危
険
性
の
高
い
状
態
が
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
で
す
。

　

近
年
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
は
、
高
齢
者
だ
け
で
は
な

く
、
若
者
に
も
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

若
者
に
多
い
痩
せ
す
ぎ
や
食
生
活

の
乱
れ
は
、
骨
や
筋
肉
を
弱
め
る

原
因
と
な
り
ま
す
。
運
動
器
の
機

能
の
衰
え
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
、

気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

整
形
外
科
専
門
医
師
に
よ
る
講

演
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

大
和
庁
舎
会
場

　
（
３
階�
大
会
議
室
）

期
日　
７
月
７
日
㈭

塩
沢
公
民
館
会
場

　
（
１
階�

講
堂
）

期
日　
７
月
２８
日
㈭

本
庁
舎
会
場

　
（
２
階�

大
会
議
室
）

期
日　
８
月
２５
日
㈭

共
通
事
項

時
間　
午
後
７
時
～
８
時
３０
分

講
師　
南
魚
沼
市
民
病
院

　

整
形
外
科
部
長�

日
比
野�

豊

※
事
前
申
込
み
不
要

【
問
合
せ
】
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

若
者
支
援
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　
「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
」「
対
人
関
係
が
う
ま
く
い

か
な
い
」
な
ど
の
悩
み
や
苦
手
感

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム
感

覚
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
み

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
や
感

じ
方
に
触
れ
な
が
ら
、
交
流
す
る

楽
し
さ
を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
７
月
２１
日
㈭

　

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

対�

象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終

了
か
ら
３９
歳
の
人

会�

場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
２
階�

音
楽
室

講�

師　
川
島
崇
照
さ
ん

（�

川
島
崇
照
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
・
オ
フ
ィ
ス
）

申
込
み　
不
要
。
直
接
会
場
ま
で

参
加
者
の
感
想

　

人
と
話
を
す
る
こ
と
が
楽
し
い

と
思
え
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
市
民
課�

市
民
係　

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
は
お
早
め
に

　

７
・
８
月
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
申

請
窓
口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
取
り
に
は
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
８
日

間
か
か
り
ま
す
。
早
め
の
申
請
を

お
勧
め
し
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
防
本
部�

警
防
課�

救
急
係

�

☎
７
８
２

－

５
３
３
１

普
通
救
命
講
習
会

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
応
急

手
当
を
学
び
ま
せ
ん
か
？�

心
肺

蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
扱
い
な
ど
、
実

技
を
中
心
に
し
た
講
習
会
で
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
６
日
㈯

　

午
前
９
時
～
正
午

会
場　
南
魚
沼
市
消
防
本
部

　
〔
竹
俣
〕

定
員　
３０
人
程
度

費
用　
無
料

※�

受
講
者
に
修
了
証
を
交
付
し
ま

す
。
実
技
の
で
き
る
服
装
で
お

こ
し
く
だ
さ
い
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】　

　

�

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ

ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
７
３

－

６
６
３
２

メ�

ー
ル
：ikusei-shien@

city.m
inam

iuonum
a.lg.jp

若
者
の
た
め
の

　
　
　
「
働
く
」
講
座

　

働
く
こ
と
に
つ
い
て
「
働
い
た

こ
と
が
な
い
」「
長
続
き
し
な
い
」

「
選
び
方
が
分
ら
な
い
」
な
ど
、

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

対�

象　
市
内
・
湯
沢
町
に
在
住
の

義
務
教
育
終
了
か
ら
３９
歳
ま
で

の
働
く
こ
と
に
悩
む
人

期�

日　
７
月
２６
日
、
８
月
２
日
・

９
日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
、
３

回
参
加
が
原
則
）

時
間

　

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

会�

場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー�

セ
ン
タ
ー
ひ
ろ
ば

内�

容　
職
業
興
味
診
断
、
職
業
に

つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
、
南
魚

沼
の
仕
事
事
情

※�

終
了
後
に
、
個
別
相
談
を
予
定

講�

師　
三
条
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長

　

佐
藤
道
代
さ
ん

定
員　
１０
人
（
先
着
順
）

締
切
り　
７
月
２０
日
㈬

申�

込
み　
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】　

　

�

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ

ン
タ
ー　
　

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

「
わ
が
子
の
自
立
を
願
う

　

家
族
の
集
い
」
特
別
版

　

当
事
者
家
族
の
み
な
さ
ん
の
情

報
交
換
を
中
心
に
開
催
し
て
い
る

「
家
族
の
集
い
」。

　

特
別
版
と
し
て
、
ひ
き
こ
も
り

支
援
や
家
族
支
援
を
研
究
し
て
い

る
斎
藤
ま
さ
子
さ
ん
を
お
招
き
し

ま
す
。
講
話
の
後
は
、
講
師
を
囲

み
、
一
緒
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

不
登
校
や
ニ
ー
ト
な
ど
に
悩
み
、

就
学
や
就
労
に
と
ま
ど
う
若
者
を

ど
う
理
解
し
、
ど
う
支
え
る
か
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　
７
月
３０
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

会�

場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー�

セ
ン
タ
ー
ひ
ろ
ば

講
師　
新
潟
青
陵
大
学
教
授

　

斎
藤
ま
さ
子
さ
ん

定
員　
２０
人
（
先
着
順
）

締
切
り　
７
月
２５
日
㈪

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ

ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－
６
６
１
６

「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」

　
　
　
　
　

～
秘
密
厳
守
～

　

義
務
教
育
終
了
か
ら
３９
歳
ま
で

の
困
難
を
抱
え
た
若
者
へ
の
支
援

と
し
て
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

対�

象　

市
内
在
住
の
発
達
障
が

い
・
不
登
校
・
ニ
ー
ト
・
ひ
き

こ
も
り
な
ど
で
お
悩
み
の
若
者

と
そ
の
家
族

日
時　
７
月
２２
日
㈮�

　

午
後
２
時
～
３
時　

会�

場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
１
階�

相
談
室

締
切
り　
７
月
２０
日
㈬

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

相
談
員
に
よ
る
電
話
・
来
所
相
談

に
随
時
応
じ
ま
す

【
問
合
せ
】

　
建
設
課�

維
持
管
理
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
４

「
魚
野
川
河
川
美
化
運
動
」

参
加
者
募
集

　

ふ
れ
あ
い
魚
野
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
協
議
会
は
、
５
月
～
１０
月

の
毎
月
第
４
土
曜
日
に
１
時
間
程

度
、
六
日
町
大
橋
付
近
の
河
川
敷

で
草
刈
り
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
作

業
を
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

注�

意
事
項

　

傷
害
保
険
な
ど
の
加
入
は
あ
り

ま
せ
ん
。
個
人
責
任
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

７
月
の
活
動　
７
月
２３
日
㈯

　

�

午
前
６
時
～
、
六
日
町
大
橋
の

下
集
合
（
坂
戸
側
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
環
境
交
通
課　

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

新
規
狩
猟
免
許
（
猟
銃
）

取
得
者
へ
の
支
援
制
度

対
象

①�

新
た
に
第
１
種
銃
猟
免
許
の
取

得
、
猟
銃
の
所
持
許
可
証
・
狩

猟
者
登
録
証
を
受
け
た
人

②�

新
た
に
ラ
イ
フ
ル
銃
の
所
持
許

可
証
・
狩
猟
者
登
録
証
を
受
け

た
人

※�

い
ず
れ
も
市
の
有
害
鳥
獣
捕
獲

へ
の
協
力
承
諾
が
必
要

支�

援
額　
対
象
と
な
る
①
と
②
の

経
費
の
内
、
合
計
で
１
人
５
４
，

０
０
０
円
以
内
を
支
援

※�
申
請
件
数
に
よ
り
減
額
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」

参
加
者
募
集

　

市
内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド

を
活
用
し
た
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

健
康
の
た
め
に
運
動
を
し
た
い
人
、

す
で
に
運
動
習
慣
の
あ
る
人
も
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
室
内
で

で
き
る
運
動
も
紹
介
し
ま
す
。

※�

持
病
が
あ
る
人
は
、
事
前
に
医

師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

日
時　
７
月
１２
日
㈫

　

午
前
９
時
～
１１
時

コ�

ー
ス　
八
色
の
森
公
園
コ
ー
ス

と
天
地
人
毘
沙
門
堂
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
を
使
用
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
コ
ー
ス
（
約
３
㎞
）

※�

雨
天
の
場
合
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー�

体
育
館
で
の
運
動

と
な
り
ま
す
（
内
履
き
が
必

要
）

費
用　
無
料

集�

合
場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー�

体
育
館

持�

ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、

帽
子
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
歩

数
計
（
お
持
ち
の
人
）

締
切
り　
７
月
１１
日
㈪

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
社
会
教
育
課�

文
化
振
興
係

�

☎
７
７
３

－

３
７
５
６

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
７
２

－

８
１
６
１

の
び
の
び
越
後
上
布
体
験
講
座

塩
沢
の
織
物
に
ふ
れ
る
一
日 

　

越
後
上
布
や
塩
沢
紬
な
ど
南
魚

沼
で
受
け
継
が
れ
る
織
物
の
技
術

を
、
こ
の
夏
に
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？�

昼
食
に
ぬ
か
釜
で
炊
い

た
お
に
ぎ
り
と
豚
汁
が
付
き
ま
す
。

日
時　
８
月
５
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
３０
分

会
場　
鈴
木
牧
之
記
念
館
ほ
か

費
用　
１
，５
０
０
円

　
（
昼
食
費
含
む
）

対
象

　

市
内
の
小
学
校
３
～
６
年
生

内�

容　
苧ち

ょ

麻ま

の
刈
取
り
、
苧お

引
き
、

藍
染
、
高
機
織
り
の
体
験
な
ど

※�

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

　
　【

問
合
せ
】

　
�

南
魚
沼
市
大
和
・
六
日
町
地

域
農
業
再
生
協
議
会　

�
☎
７
７
７

－

３
７
６
０

　

�

南
魚
沼
市
塩
沢
地
域
農
業
再

生
協
議
会　

�

☎
７
８
２

－
１
１
７
１

転
作
現
地
確
認
を

実
施
し
ま
す

　

各
農
家
が
作
成
し
た
水
稲
生
産

実
施
計
画
書
に
基
づ
き
、
転
作
が

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
現
地

で
確
認
し
ま
す
。

　

確
認
の
際
、
農
地
以
外
の
私
有

地
に
立
ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
理
解
・
ご
協
力
く
だ
さ
い
。�

期
間　
６
月
下
旬
～
７
月
中
旬

※
平
日
の
日
中
に
実
施
し
ま
す

作�

業
実
施
機
関　
Ｊ
Ａ
魚
沼
み
な

み
、
南
魚
沼
市
大
和
・
六
日
町

地
域
農
業
再
生
協
議
会
、
Ｊ
Ａ

し
お
ざ
わ
、
南
魚
沼
市
塩
沢
地

域
農
業
再
生
協
議
会
、
南
魚
沼

市

【
問
合
せ
】
大
和
商
工
会

�

☎
７
７
７

－

３
５
０
０

大
和
町
商
品
券
の
有
効
期
限

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

大
和
地
域
の
お
店
で
使
用
で
き

る
「
大
和
町
商
品
券
」
に
は
有
効

期
限
が
あ
り
、
有
効
期
限
が
今
年

の
７
月
末
で
期
限
切
れ
と
な
る
商

品
券
が
あ
り
ま
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
お
持
ち
の
商
品
券

の
有
効
期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

直
近
の
有
効
期
限　
７
月
３１
日
㈰

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課�

生
涯

ス
ポ
ー
ツ
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
３
０

ル
ー
ト
イ
ン
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ

公
式
戦
開
催

　

ベ
ー
マ
ガ
Ｓス

タ

ジ

ア

ム

Ｔ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
で
、

ル
ー
ト
イ
ン
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
公
式
戦�

「
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｃ�

対�

群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス

戦
」
を
開
催
し
ま
す
。
前
売
り
入

場
券
を
好
評
販
売
中
で
す
。

日
時　
７
月
２３
日
㈯

　

午
後
３
時
試
合
開
始

料
金

・
前
売
り
：
１
，３
０
０
円

　
（
当
日
：
１
，５
０
０
円
）

・
高
校
生
以
下
：
４
０
０
円

　
（
当
日
：
５
０
０
円
）

・
未
就
学
児
：
無
料

※
当
日
券
の
販
売
は
、
球
場
の
み

販�

売
場
所　
社
会
教
育
課
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
：
市
民
会
館
窓

口
）、
大
和
・
塩
沢
公
民
館
、

ベ
ー
マ
ガ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
事

務
室
、
サ
ト
ウ
ス
ポ
ー
ツ

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

（
公
財
）池
田
記
念
ス
ポ
ー
ツ

文
化
財
団
（
池
田
記
念
美
術

館
内
）

�

☎
７
８
０

－

４
０
８
０

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
７
７

－

３
８
１
５

ス
ポ
ー
ツ
国
際
交
流
・

ス
ポ
ー
ツ
学
術
研
究
へ
の

補
助
金
を
公
募
し
ま
す

　
（
公
財
）池
田
記
念
ス
ポ
ー
ツ
文

化
財
団
で
は
、
次
の
国
際
交
流
事

業
と
学
術
研
究
へ
の
補
助
金
を
公

募
し
て
い
ま
す
。

環
日
本
海
沿
岸
諸
国
と
の
ス

ポ
ー
ツ
国
際
交
流
に
対
す
る
補

助
金

対�

象　
環
日
本
海
沿
岸
諸
国
と
ス

ポ
ー
ツ
で
の
国
際
交
流
を
行
い
、

新
潟
県
内
に
本
拠
地
が
あ
る
団

体
か
個
人

締
切
り　
１０
月
３１
日
㈪

助�
成
額

　

１
件
１
０
０
，０
０
０
円

　
（
２
件
以
内
）

対
象
事
業
の
実
施
期
間

　

～
平
成
２９
年
３
月
３１
日
㈮

国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
学
術
的

研
究
に
対
す
る
補
助
金

対�

象　
国
際
的
な
視
点
か
ら
論
じ

ら
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
研
究
や
、
国

際
的
に
価
値
が
高
い
と
認
め
ら

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
研
究
な
ど
を

行
っ
て
い
る
団
体
か
個
人

締
切
り　
１０
月
３１
日
㈪

助
成
額

　

１
件
１
０
０
，０
０
０
円

　
【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校�

　
学
生
課�

入
試
係　

�

☎
０
２
５
８

－

３
４

－

９
４
３
４

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
５
８

－

３
４

－

９
３
３
９

長
岡
高
専
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
２
０
１
６

日�

時　
８
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

　

�

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時

会
場　
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

　
〔
長
岡
市
西
片
貝
町
〕

対
象　
中
学
生
と
保
護
者
な
ど

内�

容　

学
校
説
明
、
施
設
見
学
、

体
験
学
習
な
ど

申
込
み
受
付

　

７
月
１
日
㈮
～
２９
日
㈮
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】
魚
沼
サ

ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

�

☎
７
７
２

－

４
５
５
４

８
月
開
講
コ
ー
ス
受
講
生

募
集

　

受
講
料
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】�　

　
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援

会
（
村
山
）

�

☎
０
２
５

－

２
８
２

－

０
０
１
１

明
治
安
田
生
命
Ｊ
１
リ
ー
グ 

２
ｎ
ｄ
ス
テ
ー
ジ　

第
９
節

ア
ビ
ス
パ
福
岡

期
日　
８
月
２０
日
㈯

※�
キ
ッ
ク
オ
フ
時
間
は
７
月
中
旬

に
発
表
予
定　

会�
場　
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
（
チ
ケ
ッ
ト
は
Ｓ
・

Ｅ
ス
タ
ン
ド
自
由
席
）

応
募
条
件　
南
魚
沼
市
在
住
者

募
集
人
数　
２
０
０
人

※�

招
待
券
の
申
込
み
は
、
自
由
席

２
枚
ま
で
。
３
枚
以
上
希
望
の

場
合
は
、
優
待
価
格
で
販
売

あ�

て
先
・
応
募
方
法　
往
復
ハ
ガ

キ
で
左
記
の
記
入
例
を
参
考
に

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
は
、

１
世
帯
に
つ
き
１
通
限
り
有
効

〔
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
〕

締
切
り　
８
月
５
日
㈮
必
着

受�

け
渡
し　
招
待
の
可
否
を
返
信

用
ハ
ガ
キ
で
、
８
月
１２
日
㈮
ご

ろ
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

電
話
で
の
可
否
の
問
合
せ
は
、

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

観�

戦　

返
信
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
、

Ｅ
ゲ
ー
ト
前
広
場
に
設
置
さ
れ

た
「
チ
ケ
ッ
ト
引
換
所
」
で
、

チ
ケ
ッ
ト
と
引
換
え
後
に
入

場
・
観
戦

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部�

長
岡
出
張
所　

�

☎
０
２
５
８

－

３
３

－

０
２
５
６

平
成
２８
年
度

自
衛
官
採
用
試
験

受
験
資
格
：
①
、
受
付
期
間
：
②
、

１
次
試
験
日
：
③
の
順
に
掲
載

防
衛
大
学
校　

①�

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
で
２１

歳
未
満
（
男
・
女
）

②�

推
薦
・
総
合
選
抜
９
月
５

日
㈪
～
８
日
㈭
、
一
般
前
期

９
月
５
日
㈪
～
３０
日
㈮
、

一
般
後
期
平
成
２９
年
１
月
２１

日
㈯
～
２７
日
㈮

③�

推
薦
９
月
２４
日
㈯
・
２５
日
㈰
、

総
合
選
抜
９
月
２４
日
㈯
、

一
般
前
期
１１
月
５
日
㈯
・
６

日
㈰
、
一
般
後
期
平
成
２９
年

２
月
１８
日
㈯　
　

防
衛
医
科
大
学
（
医
学
科
）　

①�

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
で
２１

歳
未
満
（
男
・
女
）

②
９
月
５
日
㈪
～
３０
日
㈮

③
１０
月
２９
日
㈯
・
３０
日
㈰

防
衛
医
科
大
学
（
看
護
科
）　

①�

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
で
２１

歳
未
満
（
男
・
女
）

②
９
月
５
日
㈪
～
３０
日
㈮

③
１０
月
１５
日
㈯

航
空
学
生

①�

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
で
２１

歳
未
満
（
男
・
女
）

②
８
月
１
日
㈪
～
９
月
８
日
㈭

③
９
月
２２
日（
木
・
祝
）

一
般
曹
候
補
生

①
１８
歳
～
２７
歳
未
満
（
男
・
女
）

②
７
月
１
日
㈮
～
９
月
８
日
㈭

③
９
月
１６
日
㈮
・
１７
日
㈯

　
［
い
ず
れ
か
１
日
］

自
衛
官
候
補
生

①
１８
歳
～
２７
歳
未
満
（
男
・
女
）

②�

女
子
７
月
１
日
㈮
～
９
月
８

日
㈭
、
男
子
年
間
を
通
じ
て

受
付

③�

女
子
９
月
２３
日
㈮
～
２７
日
㈫

［
い
ず
れ
か
１
日
］、
男
子
受

付
時
に
お
知
ら
せ

※�

各
コ
ー
ス
と
も
、
１
次
試
験
以

降
の
日
程
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
秘
書
広
報
課�

秘
書
広
報
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
５
８

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

有
料
バ
ナ
ー
広
告
の
広
告
主
募
集

費
用　
１
枠
１
０
，０
０
０
円

　
（
月
額
、
税
込
み
）

※�

詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

秘
書
広
報
課
ま
で

コース名 実施期間 曜日 時間帯 備考
1級電気工事施工管理
技士受験対策（実地）

8/9 ～ 10/11
（全10回） 火 18：30 ～

21：20
「中小企業研
修受講料補助
金」に該当し
ます

エクセル基礎 8/16 ～ 9/13
（全9回） 火・金 18：30 ～

21：20

ワード基礎 8/18 ～ 9/15
（全9回） 月・木 18：30 ～

21：20

簿記2級 8/26 ～ 11/18
（全35回） 月･水･金 18：30 ～

21：20
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 News Plazaみなみうおぬまニュースプラザ

第7回南魚沼グルメマラソンを開催6月12日㈰
　浦佐の「八色の森公園」をメイン会場に、第7回南魚沼グルメマラ
ソンが開催され、5,000人のランナーが参加しました。朝から気温が
高い中、9時30分にハーフマラソン、9時45分に8分の1マラソンが
スタートし、ランナーは「いただきます」の掛け声とともに、元気に
駆け出しました。
　今年のグルメ村では、和歌山県みなべ町から提供された梅干しが南
魚沼産コシヒカリに添えられ、ランナーから「疲れがとれ、コシヒカ
リがよりおいしい」と、数多くあったグルメとともに大好評でした。

五十沢小学校の学校田で田植え交流会を開催6月6日㈪
　五十沢小学校の学校田で田植えが行われ、5年生の児童25人が参加
しました。田植えには、「食で南魚沼市を元気に！」をスローガンに
まちおこし活動を行っている南魚沼きりざいDE愛隊も参加し、児童
たちと一緒に汗を流しました。
　児童たちは、「泥の感触が楽しかった」「田植えを初めてやったけど
疲れた」「おいしいお米に育ってほしい」と、感想を話してくれまし
た。

南魚沼市図書館開館2周年記念事業「ジャズライブ Jazz Inn Library」を開催6月4日㈯
　開館２周年記念事業として図書館の閲覧室を会場に、日本のジャズ
シーンを代表する実力派ヴォーカリストである平賀マリカさんと菅野
義孝さん（ギター）、増原巌さん（ベース）を迎えて、ジャズライブ
を開催しました。
　「ムーンリバー」や「シャレード」など、誰もが耳にしたことのあ
る曲も披露され、曲が終わるごとに大きな拍手が、本棚に囲まれた本
の杜に響いていました。

八海山登山マラソン&新緑ウォーキング大会を開催5月29日㈰
　城内中学校から八海山ロープウェー山頂駅をメインコースとした、
八海山登山マラソン＆新緑ウォーキング大会が開催されました。大会
コースの最大高低差は965メートルもあります。
　快晴で気温が上がるなか、参加者は時折「きつい」「暑い」といっ
た声をあげ、滝のような汗を流しながらゴールである八海山ロープ
ウェー山頂駅をめざしていました。ゴール後は、八海山からの眺めを
楽しみながら、達成感を感じているようでした。

インターナショナル・フェスティバル2016を開催5月14日㈯
　国際大学で世界各国の人々と交流できる学園祭「インターナショナ
ル・フェスティバル2016」が開催されました。
　野外特設会場の模擬店では、学生が作る料理、スイーツなどが100
円前後の格安で販売され、暑さをしのぐためにスパイスの効いた料理
や冷たい飲み物などを求める人々で賑わっていました。
　体育館内のステージでは、色鮮やかな民俗衣装を身にまとった学生
が、民族舞踊や歌、居合道や剣道などを披露しましました。
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 News Plazaみなみうおぬまニュースプラザ

春の褒章 黄綬褒章を受章　井口晴一さん〔四分区〕

　井口さんは、昭和31年4月に㈾若狭屋書店に入社し、現在に至るまで60年の
長きにわたり、学校への教科書供給に尽力されました。
　井口さんは、「現在のように除雪が行われる前は、そりや背

し ょ い こ

負子を使って教科
書を運んでいました。湯沢町の三国・三俣地区には、背負子を担ぎ、2泊3日で
教科書を運び、苦労したことを思い出します。人手が足らず本当に大変でしたが、
学校教育に寄与できたことをうれしく思います」と、語りました。

第26回危険業務従事者叙勲 瑞宝双光章を受章　桐生一夫さん〔東泉田〕

　桐生さんは、昭和45年1月に発足した六日町・塩沢町消防事務組合�魚沼消防
署に消防士として採用され、消防団員の経験を生かし、積極的に若い隊員の訓練
に務められました。平成15年4月からは魚沼消防署長を、平成17年4月から平成
20年3月までは消防長を務め、消防活動の円滑化に尽力されました。
　桐生さんは、「採用当時は装備も十分でなく、冬季の道路事情も厳しいものが
ありました。消防装備の近代化が進められた時期に勤務できたことを誇りに思い
ます」と、語りました。

第26回危険業務従事者叙勲 瑞宝双光章を受章　貝瀬松美さん〔小栗山〕

　貝瀬さんは、昭和38年4月に警察官となり、42年間という長年の警察功労に
より受章されました。交通機動隊や十日町警察署など8か所で勤務され、その内
36年間を交通課に在職し、晩年は警部補・警部として、地域の交通事故防止に
尽力されました。
　貝瀬さんは、「受章は、上司や同僚など自分を生かしてくれた方々のおかげで
す。幸いにして大きなけがや病気もなく、丈夫に生んでくれた両親と、私につい
てきてくれた妻にも感謝しています」と、語りました。

第26回危険業務従事者叙勲 瑞宝単光章を受章　青木清一さん〔小栗山〕

　青木さんは、昭和39年4月に警察官となり、退職後の4年間の臨時職員勤務を
含め、45年間という長年の警察功労により受章されました。その間、刑事を25
年務め、地域課にも15年在職し、晩年は警部補として、犯罪防止と市民生活の
安全に尽力され、多くの新潟県警察本部長賞も受賞されました。
　青木さんは、「小出や十日町、南魚沼警察署の魚沼地域で3分の2の期間を務め
た。雪深い地域で苦労もあったが、刑事として犯罪者を逮捕することを一番に考
え、務めてきた」と、語りました。

高齢者叙勲「旭日単光章」を受章　宮下 さん〔八幡〕元六日町議会議員

　宮下さんは、昭和52年5月から4期16年の長きに渡り、六日町議会議員として、
平成元年5月から平成5年4月までは副議長として、地方自治の推進などに尽力
されました。
　宮下さんは、「議員時代などにさまざまな役職を経験し、みなさまのお役に立
てたことが認められ、大変喜びを感じています。体に気をつけながらこれからも
一歩一歩前へ進んでいきたいと思います」と、語りました。
※�高齢者叙勲は、国家や公共のために功労があった88歳になられた人に授与さ

れるものです
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7月 のカレンダー

行政
困りごと

相談

7月11日㈪　13：30 ～ 15：30　�働く婦人の家〔浦佐〕
7月19日㈫　13：30 ～ 16：00　�塩沢老人福祉センター
7月21日㈭　13：30 ～ 15：30　��本庁舎
【問合せ】総務課�防災庶務班　☎773－6660

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」「育児相談」
などにご利用ください。
対象　乳児～小学校入学前の幼児とその保護者
時間　9：30～ 15：30

大和会場　大和庁舎（3F）
　毎週 月・火・木曜日

　7月19日㈫　10：30～
　支援講座「夏の病気と予防接種」講師：保健師

六日町会場　ふれ愛支援センター（2F）
　毎週 月～土曜日

　7月27日㈬　10：30～
　支援講座「夏の病気と予防接種」講師：保健師

塩沢会場　塩沢庁舎（北棟2F）
　毎週 火・水・金曜日

　7月13日㈬　10：30～
　支援講座「夏の病気と予防接種」講師：保健師

　どの会場にも参加できます。予約は不要です
【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

ほのぼの広場

救急医療のかかり方
①�電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてくだ
さい。重症（意識がないなど）の場合
は119番で救急車を呼んでください。
⃝南魚沼市民病院　☎788－1222
⃝魚沼基幹病院　☎777－3200
⃝齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
②�指示通りに受診する
・電話での指示に従って受診してください。
・�スタッフの状況などで、症状に応じて他の医療機関

を案内する場合があります。
・�緊急度や重症度の高い順に対応するため、診療の順

番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
・�休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、

できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
⃝新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025－288－2525（＃8000でも可）
　夜間に子どもの具合が悪くなったとき（発熱、嘔吐、
下痢など）にご利用ください。
・時間　19：00 ～翌朝8：00（毎日）
【問合せ】保健課　☎773－6811

■
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今月の表紙 　第7回南魚沼グルメマラソンに、ソウ
ルオリンピック・女子マラソン日本代表の浅井えり子
さんからゲストランナーとして参加いただきました。

　もうすぐ夏祭りの季節です。祭りといえば、
夜空に輝く花火。東京にいたころに、隅田川花
火大会に行きましたが、きれいながらも一発が
小ぶりで物足りなく感じました。3号玉から10
号玉、スターマインなども楽しめる市内で開催
される花火大会。今年も家族で楽しみたいと思
います。� （秘書広報課　南雲）
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市民の動き
平成28年
5月末日現在（ ）

◦人口�58,458人（先月比�－63）
◦男　�28,608人（先月比�－22）
◦女　�29,850人（先月比�－41）
◦世帯数�19,840戸（先月比�0）

日にち 行事名・時間・会場など

２日㈯ 今福 匡歴史講演会 ～御館の乱と上田庄～
14：00 ～ 15：30 南魚沼市図書館 多目的室

３日㈰ 上の原花菖蒲まつり
10：00 ～ 15：00 上の原菖蒲園周辺

１4日㈭ 塩沢まつり
16：00 ～ 21：00 塩沢地区内

１5日㈮ 塩沢まつり
6：30 ～ 21：10塩沢地区内

１6日㈯

塩沢まつり 大花火大会
19：30 ～ 21：00 塩沢中学校裏

浦佐夏祭り
13：00 ～ 21：00 浦佐地区

読書のつどい『楽しいなつ！』
14：00 ～ 15：30 南魚沼市図書館 多目的室

１7日㈰

浦佐夏祭り 大煙火大会
8：10 ～ 20：30 浦佐地区・旧浦佐スキー場

猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）　　
10:00 ～ 12:00 イオン六日町店

夏の天空雪まつりin八海山
10：00 ～ 15：00 八海山ロープウェイ山頂広場

南魚沼市兼続公まつり
12：00 ～ 21：30 兼続通り商店街周辺

１８日（月・祝） 南魚沼市兼続公まつり
7：00 ～ 21：30 兼続通り商店街周辺

１９日㈫ 南魚沼市兼続公まつり 大煙火大会
8：30 ～ 21：30 兼続通り商店街周辺・魚野川河川敷

２１日㈭ 若者支援「コミュニケーション・セミナー」
14：00 ～ 15：30 子ども・若者育成支援センター２階 音楽室

２２日㈮ 乳幼児親子おはなしの会「絵本であそぼ」～まんまるちゃんを作ろう！～
10:00 ～ 11：30 大和公民館

２３日㈯ ルートインBCリーグ公式戦　新潟VS群馬
15：00 ～ ベーマガSTADIUM

２4日㈰
しゃくなげ湖まつり
10：00 ～ 16：00 三国川ダム周辺と野外ステージ

五日町八幡宮大祭
14：30 ～ 23：00 五日町八幡宮境内

２5日㈪
五日町八幡宮大祭
9：00 ～ 22：00 五日町八幡宮境内

第7回農業委員会総会
14：00 ～ 大和庁舎３階 旧議場

２6日㈫ 若者のための「働く」講座（第1回）
13：30 ～ 15：30 子ども・若者育成支援センター

３0日㈯ 「わが子の自立を願う家族の集い」特別版
13：00 ～ 16：00 子ども・若者育成支援センター２階 センターひろば


